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はじめに
 今回で6回目の発行となる『クレディ・スイス・
グローバル・ウェルス・レポート』はすべての地域
と国、そして富のピラミッドの底辺の底辺から超
富裕層の個人（UHNW）に至るまでの富のスペク
トルの全範囲を網羅するグローバル・ウェルスの
全体像を提供します。私たちは、あらゆる地域や
所得水準をまたぐ富を包括的なビジョンで捉える
ことが、富の創造のほか、消費、退職に備えた貯
蓄、資産配分に対する含蓄を理解するうえで重要
であると考えています。本レポートは現在、学者や
政策立案者のほか、企業の意思決定者にとっても
その全体像を提供するうえで欠かすことのできな
い材料となるまでに成長しています。
 富はまだ、主に欧州と米国に集中しているの
が現状です。しかし、これまでの新興国市場の富
の成長は非常に著しく、中でも中国の場合は今世
紀に入ってから5倍にまで拡大しています。中国に
おける富の成長の大部分が金融資産に起因する
という事実は富の創造において金融市場が大き
く関与しているという点にスポットライトを当てて
いるものの、同時に短期的には財政的なショック
に対する富の脆弱性も指摘しています。2014年6
月から2015年6月の間に中国の株価の上昇は
150%を超えましたが、その後は急落してしまいま
した。今回のウェルス・レポート推計の基準日であ
る2015年6月末時点で、株式市場は直近の天井か
ら20%超下げています。本レポートは9月末に執
筆されましたが、その時点ではさらに25%下落し
ました。
 ピラミッドの最上位には現在12万人を超える
UHNWIが存在しており、そのそれぞれの保有資
産は5,000万米ドルを超えています。中国におけ
る富の創造の結果、巨大なUHNW人口が急出現

し、現在では世界のUHNWIの8%を占めるまでに
なっています。このスペクトラムの下を見ても、百
万米ドル長者のグループは全人口のわずか0.7%
を占めるのみである一方、世界の富の45.2%を独
占しています。富の分布は富裕層に偏っている一
方で、底辺と中間層が持つ大きな経済的重要性を
見落とすことはできません。これらの層を合わせ
ると富全体の中の39兆米ドルの占めることから、
幅広い消費財や金融サービスの需要の大きな部
分を掘り起こす原動力となっています。
 毎年、私たちは関心の高い特別な話題につい
て分析を深めることで、家計の富に関する議論に
対する貢献を試みています。今年のレポートは、
中流階級の富を取り上げています。特に、中流階
級の富は上層部の富に比べて遅いペースで成長
していることが分かっています。つまり、中流階級
の富のシェアの比較的安定した状況がしばらく続
いた金融危機前の傾向への逆戻りということにな
ります。この結果は、2008年以降毎年大部分の国
で富の不均衡が拡大していることを示した、本レ
ポートの昨年版の調査結果の補強となりました。
それでも、中流階級は全体的に新興国経済圏で
は拡大を続けており、その中でも最大の成長が見
られるのはアジアです。歴史的に中流階級が安定
と繁栄の一翼を担ってきたことから、今後も消費
パターンや社会に変化が見られると思われます。
 世界の富に関する私たちの最新の成果が皆様
にとって有益なものとなることを祈りながら、皆様
からの反応も心待ちにしております。
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一般家計資産の成長の底力
為替レートの不利な動きに相殺される

2015年に入ってから年央までの米国は、4.6兆
米ドルという順調な家計資産の伸びで世界をけ
ん引しました。これで金融危機以降連続してきた
見事な富の拡大が7年連続で続いたこととなり、
家計純資産残高も過去3年にわたり過去最高を記
録しました。中国も前年比1.5兆米ドルという大幅
な伸びとなりました。他の地域でも富に関する基
本的な動向は全体的に良好でしたが、現地通貨
建てに換算した伸びは対米ドル相場の下落の影
響から相殺以上の結果となりました。結果的
に、2014年中旬から2015年中旬までの1年間の総
世界資産は、為替レートを一定として評価した場
合の米ドル建てでは13兆米ドルの増加となった
ものの、実際には12.4兆米ドルの減少となりました

（表1参照）。世界の一般家計総資産残高は250.1
兆米ドルとなり、2013年に初めて突破した節目と
なる250兆米ドルを超える水準をかろうじて維持

しました。成人1人当たりの富は6.2%減の52,400
米ドルとなり、現在は2年前の水準を下回っていま
す。

表1の地域別内訳を見ると、欧州が損失総額の
うち10.7兆米ドルを占めており、中国やインドを
除くアジア太平洋地域で失われた5.4兆米ドルの
2倍となっていることが分かります。一方、パーセン
テージで見ると欧州とアジア太平洋の減少にほと
んど差はなく（それぞれ12.4%と10.4%）、ラテン
アメリカの17.1%も下回っています。同じくパーセ
ンテージでみた場合、中国は米国を大きく上回っ
ており（7.0%と4.4%）、その要因の1つは米国の
伸びがカナダでの損失によって相殺されているこ
とが挙げられます。

興味深い点として、各地域で記録した損失
は、2014年中旬から2015年中旬にかけて優勢だ
った為替レートで見ずに、為替レートを一定（平
均）として見た場合にはすべて消えてしまいます。
図1は、為替レートが一定な場合、欧州も米国もほ
ぼ変わらず、アジア太平洋は中国よりも良かった

グローバル・ウェルス2015: 
一年をふりかえって
今回で6回目の発行となる『クレディ・スイス・グローバ
ル・ ウェルス・レポート』は、世界の一般家計資産に関す
る情報の中でも最も包括的で新しい情報源です。今年
もアメリカ合衆国は見事なペースで世界の富を増やし
続けた一方で、中国での成長も明らかに堅調です。一
方、現地通貨建ての富の拡大は対米ドル相場の下落に
よって相殺されたことから、世界の富は全体的に12.4
兆米ドル減少しました。全資産に占める金融資産の割
合は今年も伸び、この事実は富の不均衡がじりじりと拡
大し続ける理由を説明するのに役立つかもしれません。
現状では、富を保有する上位1%の人が全世帯資産の
半分を保有しています。
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表1

2015年地域別家計資産の変動

出所: James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

総資産 総資産の変動 成人1人
当たりの
資産

成人1人当
たりの資
産の変動

金融資産の変動 非金融資産の変動 負債の変動

2015 2014-05 2014-05 2015 2014-05 2014-05 2014-05 2014-05 2014-05 2014-05 2014-05

単位： 
10億米

ドル

単位： 
10億米

ドル %
単位： 

米ドル %

単位： 
10億米

ドル %

単位： 
10億米

ドル %

単位： 
10億米

ドル %

アフリカ 2,596 –223 –7.9 4,536 –10.3 –126 –8.3 –100 –6.3 –4 –1.4

アジア太平洋 45,958 –5,355 –10.4 40,505 –12.0 –3,168 –9.9 –2,843 –9.9 –656 –7.0

中国 22,817 1,494 7.0 22,513 5.9 1,762 15.8 34 0.3 301 18.0

欧州 75,059 –10,664 –12.4 128,506 –12.5 –4,695 –10.4 –7,976 –14.3 –2,006 –13.4

インド 3,447 –35 –1.0 4,352 –3.1 –15 –2.8 10 0.3 30 12.3

ラテンアメリカ 7,461 –1,535 –17.1 18,508 –18.5 –722 –18.9 –1,059 –15.7 –246 –15.7

北米 92,806 3,897 4.4 342,302 3.2 1,515 2.1 2,623 8.1 241 1.5

世界 250,145 –12,420 –4.7 52,432 –6.2 –5,450 –3.3 –9,311 –6.6 –2,341 –5.4
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ことを示しています。インドもアフリカも、小さかっ
たマイナスがわずかなプラスへと転じています。
昨年観察された資産減少の事実は、将来的に戻
る可能性が十分にある為替相場の下落の結果の
影響をどれだけ重視するかによって見え方が大き
く異なってきます。

表1のもう1つの注目すべき点は、金融資産が
世界中でわずか3.3%下落したのに対して、非金
融資産の下落は6.6%であったことです。つまり、
金融資産のシェアが世界の家計ポートフォリオの
中で拡大したことになります。これは、近年金融資
産の重要性が高まってきていることが確認されて
いる実態に合致するもので、一方でその背景には
米国をはじめとする各国における株価の急上昇
があります。さらにこれには、非金融資産の割合が
大きい国々が為替レートの不利な動きの影響を
受けやすいことが多いという事実も反映されてい
ます。表1の内訳を見ると、金融資産については地
域を超えた一貫したパターンが存在しないことが
分かります。逆に世界全体の動向の要因は、次の2
つに集約されると思われます。1つは欧州におい
ては非金融資産よりも金融資産の伸びが大きか
ったこと（為替レートの変動を考慮しない場合）、
そしてもう1つは、中国における資産全体の伸び
に寄与しているのは金融資産だけであるという事
実です。

富の地域的なばらつき

世界の家計資産に地域的な不均衡があること
は、地域別の純資産残高を成人人口の割合と比較
している図2を見ると明白です。北米と欧州を合わ
せると家計総資産の67%を占めるものの、成人人
口では18%しか含まれていません。近年は世界の
富における両地域の占める割合が非常に近接し、
欧州の方が多くの人口を抱えていることと、北米
の平均資産残高が大きいことが打ち消し合ってき
ました。しかし今年はそうは言えないようです。今
年の成長実績には乖離が見られ、現在30%のシェ
アとなっている欧州に比べて、北米のシェアは
37%と押し上げられています。

その他の地域については、いずれも富のシェア
が人口のシェアとマッチしていません。その差は
アジア地域（中国とインドを除く）ではそれほど大
きくなく、世界の成人人口の24%、世界資産の
18%となっている一方で、他の地域については人
口と富の差はますますはっきりとしてきているの
が現状です。今世紀に入って著しく増加したもの
の、中国は世界の成人人口の21%を占めていな
がら、世界の富のわずか9%しか占めていません。
この倍率はラテンアメリカでも類似しており、それ
ぞれ8%と3%でした。しかしアフリカとインドにつ
いては、人口の割合に対する富の割合の倍率が
10倍以上となっています。

図2

2015年の地域別の富と人口の割合

出所:	James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

図1

2014~2015年の地域別総資産の変動(単位：10億米ドル)
実勢為替レートと為替レートを一定とした場合の比較

出所:	James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, 
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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株価変動の傍観者となる中国

長期的には、家計資産の動向は経済成長や貯
蓄率などの経済的要因や人口動態的要因に大き
く左右されます。しかしより短い時間軸で見ると、
家計資産の動向は多くの場合、地域別または国別
の資産価値および為替レートの動向を見ることに
よって簡単に把握できます。1年前の世界の構図
には、平均20%を超える上昇となった世界的な株
高が反映されていました。今年の株価は、これま
でのところ反対の方向に動いています。ロシアで
は時価総額が35%落ち込み、図3からも分かると
おり、G8諸国では最大となっています。カナダとイ
タリアも2桁の下落を経験しており、フランス、ドイ
ツ、英国の下落は平均8%でした。株価の動向は、
米国とインドでは若干の上向き、日本はこれをわ
ずかに上回る水準となっていますが、これは対米
ドルでの円安の影響を反映しています。その例外
は明らかに中国で、その時価総額は2015年6月末
までの年初来で150%近く増加しました。今年に
入り、株価が3倍以上に跳ね上がった時期もありま
した。その中国の家計資産に対するインパクトは
予想されたよりも小さかったのですが、その理由
としては、金融資産が家計資産に占める割合が半
分程度であるうえ、株式が金融資産に占める割合
も小さいことが挙げられます。同様に、その後6月
中旬以降に経験した株価の急反発は下振れ効果

の限定に寄与しましたが、今後人民元の対米ドル
での切り下げが行われれば、将来的にこの効果が
さらに大きくなって返ってくるものと思われます。

中国を除くと、図3に示す時価総額のパターン
は概ね残りの全世界を代表するものとなっていま
す。香港SAR1は中国の勢いを借りて40%上昇しま
した。ウクライナについては中国よりも大きな上
昇となったものの、その原因は主にインフレでし
た。下落した国の中にはブラジル、ノルウェー、ポ
ルトガルなどの国々が名を連ね（ロシアも含む）、
時価総額を25%以上減らしました。ギリシャにつ
いては予想のとおりに55%の下落と、最下位とな
っています。

株価や時価総額の動向は、家計における金融
資産の変動も映し出します。非金融資産の部分を
見る場合は、住宅価格の動向が有効な代替指標と
なります。世界各地で住宅価格は比較的安定
し、75%の国々で上昇しました。その上昇率は全
般的に見て、ドイツの3%から英国の9%の間とな
っています。香港SAR、アイルランド、トルコはこれ
を若干上回りました。ギリシャはここでも減少が最
大級となりましたが、今回は約5%の減少と、ポー
ランドと中国と同位でした。

図3

2014年～2015年時価総額、住宅価格、米ドル相場の変化(%)

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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1 比較の目的で、本レポートには香港のような「特別行政区」も含
めています。
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為替レートの変動で25兆米ドル減少した世界資産

図3が示す通り、株価と住宅価格の動向は為替
レートの変動によって小さくなっています。米ドル
とのペッグ制を取っている中国をはじめとする国
々を除き、すべての国が対米ドルで下落するとい
う異例の事態となりました。中国は若干の上昇

（0.1%）となったものの、英国は8%、カナダは
15%、日本は17%、ユーロは19%下落しました。ロ
シアのルーブルは2015年6月末時点で39%の下
落となっていますが、下落が51%で底を打った数
ヵ月前からはかなり回復しています。ウクライナも
ほぼ同じくらい下落しました。米ドルレートはブラ
ジル、ニュージーランド、ノルウェー、トルコでも
20%以上下落しました。総じて、他の通貨に対す
る米ドルレートの上昇により世界の資産はおよそ
10%減少し、成人1人当たりの資産のうち、金融危
機の終焉以降に増加した分を半分以上減らしまし
た。

国によって分かれた勝敗

米国が再び資産の増加した国の最上位となり、
総額は4.6兆米ドル増加しました。これは昨年達成
した9兆米ドルを大幅に下回っていますが、それ
でも世界的に見た場合には十分価値のあるもの
となります。富は中国でも1.5兆米ドルの大幅増加
となり、英国の増加は3,600億米ドル超となりまし
た。しかしこれ以外に1,000億米ドル以上増加した
国はありませんでした。対照的に、27ヵ国では富
が1,000億米ドル超減少しており、9ヵ国では減少
額が5,000億米ドルを超えました（図4参照）。中で
も特にフランス、ドイツ、イタリア、スペインのEU
圏諸国は、為替レートが1年前よりも有利に変動し
た国々です。オーストラリアとカナダでも総資産は
1.5兆米ドル減少し、日本の減少も著しく、今回は
3.5兆米ドルとなりました。

より規模が大きく裕福な国は、このような減少
を吸収できる良い状況下にあり、特に日常生活に
大きな打撃を与える為替レートの動きが反映され
る場面ではなおさらとなります。資産額の変動の
表現をパーセントに換えると増減の影響力がより
大きくなる可能性のある規模のより小さな国々に
も焦点を当てることができます。図5が示す通り、
米国における金額ベースでの大幅な伸びは6%の
比較的緩やかな伸びに換算され、これはサウジア
ラビア（米ドルへのペッグ制を取る）を若干上回る
ものの、7%の増加となった中国は下回りました。
香港SARは8%の増加で、株価と住宅価格の堅調
な伸びとドルペッグ制が功を奏して、僅差ながら
一覧のトップとなりました。

かなり大きな減少幅は今年よく見られたことか
ら、図5には15%を超えるものだけが表されてい
ます。ギリシャは、株価と住宅価格の軟調と同時に
進んだユーロ安の影響から、この表を下から支え
るものと思われました。しかし実際には、家計資産

図5

2014年～2015年の家計資産の変化(％)
最大の増減

図4

2014年の資産総額の変動(単位：10億米ドル)
最大の増減

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, 
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, 
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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の17%の減少は他のユーロ圏諸国の多くと変わ
らない結果でした。オーストリア、フィンランド、フ
ランス、イタリア、ポルトガル、さらにノルウェー、ト
ルコ、ブラジルまで上回ったにも関わらず、これら
のいずれの国の景気後退もギリシャほど人々の関
心を集めませんでした。ロシアとウクライナは他の
国よりも群を抜いて悪い結果となり、純資産がお
よそ40%減少しました。これは主に為替レートの
不利な動きが原因です。

国別の成人1人当たりの富

52,400米ドルとされた成人1人当たりの純資産
の世界平均額は、国や地域による大きなばらつき
を覆い隠しています。それは図6を見れば明らか
です。成人1人当たりの資産が10万米ドルを超え
る最裕福国は北米、西欧のほか、アジア太平洋と
中東の豊かな国々の中に分布しています。今年
は、上位の国の間の順位がいつもよりも大きく変
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USD 5,000未満
資産水準(単位：USD)

USD 5,000 ～ 25,000
USD 25,000 ～ 100,000

 USD100,000超 
データなし

図6

2015年世界資産水準

動しました。スイスの平均資産額は24,800米ドル
減少して567,000米ドルとなりましたが、それでも
スイスはまだこの一覧のトップとして、成人1人当
たりの資産額が50万米ドルを超える唯一の国の
地位を維持しています。家計の金融資産に関する
ニュージーランドの公式な推計は大幅に上方修
正され、484,800米ドルから400,800米ドルに減少
したにも関わらず、ニュージーランドは昨年に続
き今年も第2位となりました。オーストラリアも
422,400米ドルから364,900米ドルへ平均資産額
の減少を経験しましたが、順位は維持しました（第
3位）。

米国は、順位を落としたノルウェー（321,400米
ドル）を抑え、成人1人当たり353,000米ドルで第4
位に浮上しました。スウェーデン（311,400米ドル）
、フランス（262,100米ドル）、ベルギー（259,400米
ドル）も大幅減少を経験し順位を落とした一方
で、英国は平均資産額を伸ばし（5,300米ドル増の
320,400米ドル）、またシンガポールは減少幅を縮
小したことから（20,900米ドル減の269,400米ド
ル）、両国ともそれぞれ6位と8位へと順位を2つ上
げました。

成人1人当たりの資産額中央値で見た順位は、
富の不均衡が低水準にある国にとって有利とな
り、ランキングもいくぶんか変わってきます。この
ようにデータの解釈を変えてみると2014年中旬
のニュージーランドは第2位で、今年については
資産額の中央値が182,600米ドルとなり、2008年
以降順位を維持してきたオーストラリア（168,300
米ドル）の順位が変わるという結果になります。両
国は第3位のベルギー（150,300米ドル）と、第4位
に浮上した英国（126,500米ドル）を大きく引き離
しています。これに続くノルウェーは資産の中央

値が119,600米ドル、以降はスイス（107,600米ド
ル）、シンガポール（98,900米ドル）、日本（96,100
米ドル）、イタリア（88,600米ドル）、フランス

（86,200米ドル）という順位となりました。米国は
今年、資産の中央値が49,800米ドルに増加したも
のの、上位諸国にはまだ大きく引き離されていま
す。ただし、この金額はスペインおよびデンマーク
に近く、ドイツの中央値43,900米ドルは上回って
います。

成人1人当たりの資産額が10万米ドルを超える
富裕国グループは、長年にわたりメンバーが非常
に安定してきました。ギリシャは何年もの間このグ
ループの端に位置し、ユーロドル相場の変動に応
じてランキングの出入りを繰り返してきました。今
年は81,300米ドルに減少し、成人1人当たりの資
産額が73,800であったポルトガルとともに、上位
グループから明確に外れています。ギリシャの成
人1人当たりの資産額がピークを付けたのは
2007年の136,800米ドルであり、このことを考える
とギリシャが金融危機以前の水準に戻るまでには
まだ年月がかかるものと思われます。

中間層の富

「富の中間層」のグループは図6に示すとおり、
資産額の中央値が25,000米ドルから10万米ドル
に収まる国々が含まれています。欧州連合（EU）に
属する一部（ギリシャ、ポルトガル、スロベニアな
ど）は層の上限付近にいますが、最近になってEU
に加盟した新参者（チェコ、エストニア、ハンガリ
ーなど）は下方に位置する傾向にあります。中間
層は中東の多くの国 （々バーレーン、オマーン、レ
バノン、サウジアラビア）やアジアとラテンアメリ

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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カの重要な新興国市場（チリ、コスタリカ、韓国、 
ウルグアイ）も網羅します。しかし、今年に入ってか
らの為替レートの不利な動きによって、コロンビ
アやマレーシア、欧州4ヵ国（クロアチア、リトアニ
ア、ポーロアンド、スロバキア）をはじめとする多く
の国々が、25,000米ドルの閾値を割り込む状況に
追いやられています。

フロンティアの富

「フ ロン ティアの 富 」とは 成 人 1 人 当 たり
5,000~25,000米ドルの幅のことを指し、世界で最
も広い範囲を網羅し、中国、ロシア、ブラジル、エジ
プト、インドネシア、フィリピン、トルコをはじめと
して人口の多い国々の大部分が含まれます。この
層にはさらに、EU圏外の多くの移行経済諸国（ア
ルバニア、アルメニア、アゼルバイジャン、ボスニ
ア、ジョージア、カザフスタン、マケドニア、モンゴ
ル、セルビア）、ラテンアメリカ諸国の大部分（アル
ゼンチン、ボリビア、コロンビア、エクアドル、エル
サルバドル、メキシコ、パナマ、パラグアイ、ペル
ー、ベネズエラ）、地中海に面する多くの国 （々アル
ジェリア、ヨルダン、モロッコ、チュニジア、ヨルダン
川西岸地区、ガザ地区）も含まれます。南アフリカ
は一時的に中間層の富のグループに属していた
こともありましたが、現在ではアンゴラ、ボツワナ、
赤道ギニア、ナミビアといった主要サブサハラ諸
国と共にこのカテゴリーに分類されます。スリラン
カ、タイ、ベトナムは、間もなく復帰する可能性の
高いマレーシアと共に、このグループに入る可能
性の高い有望なアジア諸国です。すでに述べたよ
うに、リトアニア、ポーランド、スロバキアの三国は
今年に入りこのグループに該当するようにな

り、EU加盟国であるラトビアと仲間になりました。
下限に近い方では目立った動きがほとんど見られ
ないものの、ボリビアは 「フロンティアの富」の層
に昇格し、半面、カザフスタンは反対方向へと動く
ことで、世界全体の傾向を急に動かしました。

最後に、資産額が5,000米ドルを下回るグルー
プの国は、中央アフリカと南アジアに極端に集中
しています。このグループはアンゴラ、赤道ギニ
ア、ガボンを除くすべての中央アフリカ諸国が含
まれます。インドはアジアの部分における最も著
しいメンバーであり、この地域には他にバングラ
デシュ、カンボジア、ミャンマー、ネパール、パキス
タンも属しています。この富の層の中で低迷して
いる国には、ベラルーシ、モルドバ、ウクライナの
EU圏内で国境を接する3ヵ国もあります。

個人の間での富の分布と富の不均衡

世界の富が地域や国別ではなく、個人や世帯
の間でどのように分布しているかを判定するため
に、私たちは国別の家計資産の水準に関するデー
タと国内での富の分布パターンについての情報
を組み合わせています。2015年中間期時点で、世
界人口の裕福な上位半数に入るために必要な金
額は、負債差し引き後の金額でわずか3,210米ド
ルです。一方で、世界の資産を保有する人口の上
位10%に入るためには68,800米ドル、上位1%に
入るためには759,900米ドルが必要となります。
下位半分の成人が全体として所有する金額は総
資産の1%未満となっていますが、最も裕福な上
位10%の人口は資産の87.7%を所有しており、上
位1%だけでも全家計資産の半分を占めていま
す。写
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昨年のレポートでは、富の不均衡の中に見られ
る傾向について詳細に見ました。世界資産の上位
1%および上位10%のシェアは2000~2007年の期
間に縮小しました。

例えば、上位1%のシェアは48.9%から44.8%
に減っています。しかし、この傾向は2008年以降
逆転しており、今年の上昇により上位1%のシェア
は2000年以来の水準、恐らくこの100年近くにわ
たり見たことのない水準となっています。それで
も、上位10%のシェアは2000年に達成した83.3%
を下回っている状態です。富の不均衡が着実に右
肩上がりを描いているのには理由がいろいろあり
ますが、毎年の変化については家計ポートフォリ
オの中の金融資産の相対的な重要性に強い影響
を受け、この点については本レポートの次のセク
ションで詳しく検証します。2008年以降、富の不均
衡が拡大してきたことは株価の上昇や、米国やそ
の他の裕福な国々における金融資産の規模が拡
大してきたことと関係があると私たちが考えるの
には強い根拠があり、このような事情が重なり合
って最も裕福な国の一部や世界中の最富裕層の
多くの人々の富が押し上げられています。今年、上
位1%のシェアが50%まで急拡大したことは、一般
的な上昇トレンドで予想される上昇を超えていま
す。しかしこれは、金融資産の相対的な重要性が
引き続き高まっているうえ、過去1年のドル高によ
って米国における富の不均衡が世界の全体的な
構図の中で持つ意味が大きくなっているという事
実（国際的な基準で見ると非常に大きい）と整合
性があります。この考えと逆のことが発生した場

合、上位1%および上位10%の資産シェアは縮小
する可能性が高くなります。

地域間での富の分布

個人をそれぞれ該当する世界の富の十分位毎
に割り当ててみると（人口を10等分する）、図7に
示すような富の地域パターンが描かれます。特に
目立った特徴は、中国とインドの対比です。中国の
場合、世界の富の分布の下半分に属する成人が
相対的に少ないものの、中流の上層階級を支配し
ており、世界の十分位の6~8番目の43%を占めて
います。中流の上層部に中国人の大きな存在があ
ることは、その人口の規模や伸びつつある平均資
産額を反映しているだけでなく、近年の急速な拡
大の一方で、先進国の中では決して大きくはない
富の不均衡の存在も映し出しています。今世紀に
入ってからの記録的な大成長により、資産価値の
上昇と通貨高の影響もあり、図7の中における中
国の位置は右側にずれてきています。現在の中国
は、米国と日本を除くと世界の資産保有者の上位
10%の中で人口が最も多く、フランス、ドイツ、イ
タリア、英国を差し置いてランキングの第3位に浮
上しています。これとは対照的に、インド人は富の
階層の中では下方への集中度が高く、分布の下半
分の人口の4分の1超を占めています。しかし、極
端な富の不均衡と膨大な人口は、インドが富の上
位部隊の中に非常に多くのメンバーを抱えている
国であることを意味しています。

図7

2015年世界の資産分布の地域構成

出所：	James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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ラテンアメリカの人々は、図7に示す世界の富
の階層全体にわたり比較的均等に分布していま
す。アジア太平洋地域（中国とインドを除く）の方
は、世界のパターンにより近くなっています。しか
し、一見すると均一なアジア太平洋地域にも、か
なりの水準の極性が隠れています。香港SAR、日
本、シンガポールといった高所得のアジア諸国の
住民は上方への偏りが極めて大きく、高所得のア
ジア諸国に住む全成人の半分が、世界資産の上
位十分位の中に属しています。一方、バングラデシ
ュ、インドネシア、パキスタン、ベトナムなどのアジ
アの低所得国の住民は、資産分布の下方に多く見
られます。実際に高所得国をアジア太平洋グルー
プから除外した場合、残りの国々で形成される資
産パターンはインドのものと類似しており、2つの
地域グループを合わせると資産保有者の下半分
の約4分の1を占めます。

富の階層の下端におけるアフリカの集中度は
さらにひどく、アフリカ成人の40%以上が世界資
産の十分位の下から2つに属しています。一方で、
アフリカでは富の不均衡が非常に大きく、個人で
は世界資産の上位10%や、上位1%にさえ入って
いる人も見受けられます。興味深いことに、北米と
欧州は富の十分位の下方にも多くの人を送ってお
り、個人（特に若者）が借金をしやすい環境がより
整っているこれら地域の現状が反映されていま
す。しかし、北米と欧州は総じて上方への偏りが大
きく、合わせると上位10%の成人の63%を占め、
上位1%についてはその割合がさらに大きくなり
ます。欧州だけでも上位10%に入る人口の38%
を占めており、さらにこの割合は、今世紀に入って
ユーロの対米ドル相場がもっと良かった時期には
42%まで拡大しました。

世界の資産の分布

富は、経済システムの中でも最も重要な要素の
ひとつです。それは将来の消費、特に退職に向け
た資金源、そして失業や体調不良、自然災害とい
った衝撃に対する脆弱性を軽減するための資金
源として大切なものです。富はさらに直接使用や
借入れの担保といった形で、非公式経済や起業活
動のチャンスを広げる存在ともなります。このよう
な機能は、寛大な公的年金制度のある国や適切
な社会的セーフティーネットのある国、質の高い
公的医療や公的教育、発達した事業資金調達手
段のある国では重要性が低下します。反面、多くの
発展途上国の場合のように、基本的な社会保障の
仕組みしかない国や事業資金調達手段のオプシ
ョンが少ない国では、個人資産の確保のニーズが
特に強く、急を要する条件となります。

クレディ・スイスの『グローバル・ウェルス・レポ
ート』ではすべての地域と国、そして富裕層から貧
困層に至るまでの富の分布のすべての部分を網
羅した世界の富の全体像をお届けします。実勢為
替レートで評価した場合、世界の総資産額は今年
12.4兆米ドル減少しましたが、これは世界各地で
起こった強いドル高の結果です。しかし、為替変動
の影響を取り除いた場合、原資産の動向は、今世

紀に入ってからの大部分がそうであったように、
概ね健全な状態にあります。ここでも米国が資産
価値の上昇で世界をリードし、これを補完するよ
うに中国が世界の金融資産のストックに1.8兆米
ドルを追加しました。

成人1人当たりの富で上位10ヵ国に入る仲間
にはオーストラリアやフランス、英国、米国といっ
た国以外に、より規模の小さいダイナミックな経
済圏であるベルギー、ニュージーランド、ノルウェ
ー、シンガポール、スウェーデン、スイスが名を連
ねています。新興国の富として注目すべきケース
はチリ、チェコ共和国、レバノン、スロベニア、ウル
グアイで、「フロンティア」の富が明白に見られる
国はエクアドル、エジプト、インドネシア、マレーシ
ア、タイ、チュニジアです。

数々の理由から、富には大きな個人差がありま
す。当社の試算では、世界人口の下半分は全体と
して全世界資産の1%未満を所有する一方で、裕
福な成人の上位10%が全資産の88%超を所有し
ており、これが上位1%になると世界の全資産の
半分を占めることが分かっています。将来的には、
これは変わる可能性があります。特に、米ドルの強
さが衰えはじめるか、十分な数の低資産国が急成
長を体験した場合はなおさらです。一方で、近年
の傾向は実際に、不均衡の拡大の方に向かってき
ましたが、その原動力のひとつは金融資産のシェ
アの拡大で、その偏った持ち主こそが増え続ける
富裕層の個人です。

本レポートの次の2つの章ではより長期にわた
る保有資産の傾向について検証し、個人間での所
有パターンを見ていきます。今年は独立した1つ
の章を設け、世界の中流階級（資産を基準に定
義）がこの100年をどのように過ごしてきたかを検
証します。本レポートで取り上げた予測に使われ
た方法論に関心をお持ちの方は、本書と同時に発
行されたクレディ・スイス『2015年グローバル・ウ
ェルス・レポート』をご覧ください。こちらにも多く
の追加データが掲載されています。

純資産または「富」は、家庭が所有する金融資産に不動
産（主に住宅）の価値を加えたものから負債を差し引いた
ものとして定義されます。これは家計版のバランスシート
に相当し、所有しているものの項目や、売却があった場合
にはその正味価格などが計算に入れられます。個人的な
年金基金の資産は含まれますが、国民年金の資格は含ま
れません。人的資本はすべて除外され、また国が所有権を
持つ資産や負債（個人への割当が困難なもの）も含まれま
せん。

便宜上、子供が自分名義で所有する比較的少額の資産
は考慮せず、合計48億人にのぼる2015年の世界成人人口
を基に結果を作成しました。

「アジア太平洋」の地域からは中国とインドを除外し、
これら2ヵ国はその人口規模から別々に扱いました。

2014年および2015年のデータは年央推計（6月末）を
参照しました。それ以前の年度のデータは年末時点での
数値を示しています。

概念および手法に関する注記
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世界の富の動向

世界の富の構図はこのところ、為替レートの変
動によって大きく影響されてきました。1年前、対米
ドル相場が幅広く上昇したことが、家計資産の記
録的な増加に寄与していました。今年に入り米ドル
相場は反発し、世界の富に対するその影響は明白
となっています。米ドルで評価した場合、純資産額
は中国と北米以外のすべての地域で減少しまし
た。世界の資産は12.4兆米ドル減少し、その総額は
250.1兆米ドルとなりました。これは2007年から
2008年にかけての経済危機以来はじめての減少
です（図1参照）。しかし、為替レートの変動の影響
を除外した場合、異なる絵が見えてきます。為替レ
ートを一定とした場合、図2が示すようにグラフは
滑らか になり、さらに大きな 変 化 は、2 0 0 0 年
～2001年と2014年～2015年の下落が消滅してし
まいます（ただし、金融危機を原因とする下げまで
は消えていません）。実は、この1年間の上昇は
2000年以降の平均上昇に匹敵します。

家計資産の世界的な
動向
本章では、時とともに家計資産やその内訳がど
のように変化してきているのかを検討します。為
替変動によって実態は見えにくくなりがちです
が、その根底にある傾向を見ていくと、2007年
～2008年の金融危機の期間を除き、今世紀に
入ってからは純資産を毎年伸ばしてきているこ
とが分かります。金融資産の内訳は2000年と
2007年の間に減少しましたが、2008年以降は
上昇トレンドを描いています。富の不均衡の毎
年の変化も、2007-2008年期を境に縮小から拡
大の傾向へと、その方向性を変えています。

図1

2000年～2015年の世界資産総額(実勢為替レート)

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015 写
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図2

2000年～2015年の世界資産総額(為替レートを一定とした場合)

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

経験にどのような地域差があるかを探るために
は、検証する期間を3つのサブ期間に分けると便利
です。すなわち2000年～2005年の初期、2005年
～2010年の危機の時期、そして2010年～2015年の
回復期の3つです。図3が示すとおり、家計資産総額
は世界全体で今世紀に入って倍増しており、地域別
に見ても資産残高はアジア太平洋地域を除いて概
ね2倍（場合によっては2倍以上）になっています。ア
ジア太平洋は、日本の不振のために地域全体が世
界標準に遅れをとる結果となりました。2000年以降
の中国の躍進も図3から明白で、15年間で同国の資
産は5倍近くの伸びを見せました。資産の伸びはイ
ンドでも平均を大きく上回るペースとなり、これは
人口増加率で調整しても変わりませんでした。一
方、アフリカの富の増加は世界全体よりも速いペー
スで進んだように見えますが、その超過部分はすべ
て人口増加率が大きかったことに起因します。

サブ期間で業績を検証してみると、さらに他の洞
察も見えてきます。インドとアフリカの資産の増加
は、2000-2005年期の中国とそれほど大きくかけ離
れていませんが、中国のリードは2005-2010年期よ写
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図3

2000年～2015年地域別富の成(実勢為替レート)

図4

2000年～2015年地域別富の成長(為替レートを一定とした場合)

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

りも大きくなりました。実際には中国が2007年から
2008年にかけて軟調であったため、これは驚きの
結果となりました。しかしその直後から中国は反転
し、毎年地合いの改善が続きました。さらに、中国
の通貨は米ドルに連動していることから、同国の業
績は為替変動の影響を過度に受けなかった点も
重要なポイントです。これはアフリカやインドでは
明確に異なります。両国では自国通貨安が2010年
以降の原資産の成長を相殺し、今世紀に入って鮮
明になっていた勢いを止めてしまいました。ラテン
アメリカとアジア太平洋地域（中国とインドを除く）
も、資産を実勢米ドルレートで評価した場合、2010
年以降はマイナスを記録してきました。同様に、富
の成長が低迷傾向にある事実は世界全体、特に欧
州にとっても問題です。北米は時の経過とともに資
産成長の減少傾向を示していない唯一の地域で
す。しかしこの地域は、金融危機の間に最もつらい
思いをしたところでもあり、よって同地域の最近の
パフォーマンスは、単に回復の機会が他よりも大き
かったという事実を反映しているに過ぎないのか
もしれません。

為替レートを一定にしてチャートを再設定する
と、構図をより鮮明に把握できるようになります。 
図4に示すとおり、すべての地域がサブ期間におい
て毎回富の増加を経験しています。ただ、北米だけ
は例外で、金融危機の間に2%の減少を記録しまし
た。これは、大部分の国々で概ね良好だった資産環
境が、為替レートの変動によって隠されていたとい
うことを確認するものです。富の成長は現在も下げ
基調を描いていると思われますが、最近その減速
はかなり緩やかになっており、金融危機の余波が
いまだに続いているのではないかとも考えられま
す。図4から分かるもうひとつの衝撃の事実は、発
展途上地域の資産成長と「旧世界」のパフォーマン
スが対照的である点です。為替レートの変動を除
外した場合、これまでの中国、インド、アフリカ、ラ
テンアメリカの資産は欧州や北米の2倍～3倍のペ
ースで増加しています。ひとつの考えとして、この差
異には発展途上国における消費者物価の上昇が
欧州や北米よりも一般的に高いという事実が反映
されています。特に、現在では多くの先進経済圏で
インフレターゲットの設定が常態化していることか
らもそう言うことができます。

国別の平均資産残高の動向

今世紀に入ってからの期間を5つのサブ期間に
分割すると、私たちの手元に十分なデータがある
58ヵ国における富の成長について検証するうえ
で、便利な枠組みができあがります。当社では成人
1人当たりの資産の動向を、為替レートの変動と人
口増加で操作し、国内の物価変動を国別のCPIを
使って調整したうえで検討しています。検証を実施
した国々の中では、今世紀に入ってからの実質成
長率の中央値は年率2%でした。表1に示すとおり、
実質成長率の中央値は初期の5年間ではこの数字
の2倍ありましたが、金融危機がこの平均値を2005
年と2010年の間で0.5%だけ押し下げました。ま
た、成長は2010年以降回復してきているものの、こ
の年率1.1%という中央値を見ると金融危機の余
波はまだ残っているのではないかと思われます。
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総じて中国は上位にランクインしており、今世紀
に入って年率5%を超える速度で成長している唯一
の国となっています。マレーシアはこれに近い実績
を上げており、2000-2005年期と2005-2010年期の
両方で、中国同様に上位10ヵ国にランクインしてい
ます。ただし、2010年以降は、下位10ヵ国に転落し
ています。ロシアも同様に好調でしたが、その振れ
幅は大きく、2010年までの期間、どの国よりも実質
資産成長率が大きくなりました。その後の実質成長
率は、下位2番目を記録しています。それにもかかわ
らず、今世紀に入ってからの実質資産伸び率では、
総合で第6位にランクインしています。台湾は当初
は苦戦したものの、2005年以降は相対的に高い成
長率を達成し、全体的には平均を若干上回る結果
となりました。上位10ヵ国にランクインしたその他
の国では、ノルウェー、コロンビア、スウェーデンが
当初ぱっとしなかったものの、最後の5年間では平
均を上回る成長率で順位を上げました。

全期間にわたりギリシャ、オランダ、ポルトガル、
スペインが業績下位に登場しているということは、
ユーロ圏の業績はそれほど良くなかったということ
を示唆しています。より詳しく検証してみるとその正
しさが確認できます。2000年紀の開始以来、年率
2%を超える速度で資産成長を遂げた国はフランス

だけです。日本が下位に入ったことも、驚きではあり
ません。しかし、私たちの結果を見てみると、その理
由はすべて、日本の初期の業績によるものであるこ
とが分かります。つまり2005-2010年期と2010-
2015年期の両方の期間にわたり、日本がちょうど世
界の中央値のペースでしか成長できなかったとい
うことです。2000-2005年期に記録した–0.6%とい
う年成長率は、金額ベースでは特に悪い数字では
ありませんでしたが、同じ時期に10%程度の年成長
率を達成した中国やマレーシア、タイといった近隣
諸国とは明暗を分けました。

ランキング下位の国々の中でも、アルゼンチン、
エジプト、ギリシャだけが2つのサブ期間にわたり
業績下位にランクインしているという点で、この3ヵ
国は特筆する意味があると思われます。それでも過
去の成長は、必ずしもこれら3ヵ国のいずれかの将
来の展望に関して何らかの指針を示すものではあ
りません。実際に証拠を見ると、時間の経過ととも
に一貫した業績を収めるということは、原則という
よりはむしろ例外であることが分かります。

全58ヵ国のうち17ヵ国が各期間において上下位
10ヵ国の圏外にあるためにランキングに一度も載
らなかったものの、15ヵ国は少なくとも一度は上位
諸国の中に、あるいは少なくとも一度は下位諸国の

表1

2000年～2015年富の実質年成長率

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

2000–2015 2000–2005 2005–2010 2010–2015

中央値 2.0% 中央値 3.9% 中央値 0.5% 中央値 1.1%

上位10ヵ国
中国 5.3% ロシア 14.3% 台湾 8.5% スウェーデン 7.1%

ノルウェー 4.8% ウクライナ 13.7% ウルグアイ 7.7% コロンビア 6.0%

マレーシア 4.7% タイ 11.8% フィリピン 7.2% 米国 6.0%

ペルー 4.6% アラブ首長国連邦 11.2% ブラジル 6.8% デンマーク 5.1%

コロンビア 4.5% マレーシア 10.3% 中国 6.4% ノルウェー 5.0%

台湾 4.4% ルーマニア 10.3% インドネシア 6.1% アイルランド 4.9%

ロシア 4.1% 中国 9.5% チェコ共和国 5.5% スロバキア 4.4%

南アフリカ 4.1% ニュージーランド 9.1% マレーシア 5.5% 台湾 4.4%

スウェーデン 4.0% 南アフリカ 7.8% シンガポール 5.4% ハンガリー 4.0%

ニュージーランド 4.0% ベトナム 7.8% ロシア 5.4% カナダ 4.0%

下位10ヵ国
オランダ 0.4% エジプト 1.1% スロバキア –2.2% マレーシア –2.1%

アルジェリア 0.3% ポルトガル 1.0% アイルランド –3.1% ギリシャ –2.1%

日本 0.3% アルゼンチン 0.9% スペイン –3.3% ベトナム –2.6%

スペイン 0.2% ブラジル 0.5% ウクライナ –3.4% メキシコ –3.2%

パキスタン –0.3% 台湾 0.5% 米国 –4.1% インド –4.3%

ポルトガル –0.4% ベルギー 0.3% ギリシャ –5.0% パキスタン –5.0%

トルコ –1.1% オランダ –0.4% アルジェリア –5.0% ルーマニア –6.9%

ギリシャ –1.3% スイス –0.4% サウジアラビア –5.1% ロシア –7.4%

アルゼンチン –1.7% 日本 –0.6% トルコ –5.2% アルゼンチン –8.5%

エジプト –3.4% ウルグアイ –3.4% アラブ首長国連邦 –5.9% エジプト –10.9%
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中に登場しています。

金融資産および非金融資産の動向

個人資産の重要な側面は、金融資産と非金融資
産と負債の配分です。図5は、これら3つの要素をそ
れぞれ成人1人当たりの平均金額として表し、時間
の経過に伴う成人人口の変化を加味したものの世
界的な動向を示しています。このグラフは実勢米ド
ルレートで換算した総資産残高であることから、成
人1人当たりの純資産残高は金融危機によってお
よそ15%を失うまでの間、右肩上がりの傾向を描
きました。上昇トレンドは2008年以降に回復しまし
たが、成人1人当たりの資産は昨年、2007年につけ
た最高水準を下回りました。ところが、一定の米ド
ルレートを使って為替を固定するとグラフは円滑
化され 、2 0 0 8 年 以 降 一 貫した 成 長 傾 向 を 描
き、2012年以降は毎年、最高記録を更新していま
す。このように、短期的な為替の対米ドル相場の動
向によって時間の経過にともなう本当の傾向があ
いまいになってしまうこともあります。その本当の
傾向とは、2007年から2008年にかけて一度だけ後
退を経験した、堅調ながらそれほどぱっとはしない
資産の成長です。

資産の金融的要素と非金融的要素は、少なくと
も実勢為替レートで評価した場合は似たようなパ
ターンを描きます。つまり、全期間にわたり右肩上
がりの傾向を示したものの、2000年～2001年にか
けて落ち込んだ後、2007年～2008年および2014
年～2015年にはこれを上回る反発がありました。
金融資産および非金融資産はそれぞれ、今世紀に
入ってから長く家計ポートフォリオの中で概ね均等
なシェアを確保してきました。しかし実は、この2つ
のコンポーネントは2002–2007年期以外、横並び
の動きをしていません。非金融資産の方が、2000
年から2002年にかけてと金融危機の期間、相対的
にパフォーマンスが良くなっていましたが、2008年
以降は金融資産の伸びの方が速くなっています。
実際に、過去1年間の減少により非金融資産の米ド
ル建ての平均残高は現在、2007年の水準をなんと
か上回る程度までようやく上がってきました。成長
のばらつきのせいで金融資産の形で家計が保有し
ている資産総額の比率は減り、具体的には2000-
2007年期の間に55%から51%まで縮小した
後、2008年には一時的に50%を下回りました。しか
し金融資産の力強い成長により2008年以降そのシ
ェアは年々伸び、現在では2000年紀に入った頃の
水準に戻っています。

家計バランスシートの負債の部では、2000年か
ら2007年までの間に平均負債額が81%増加しま
した。それ以降、成人1人当たりの負債額は平均額
約9,000米ドルで比較的安定しており、家計の純資
産に占める割合で見た場合は、緩やかな下げ基調
となっています。今年も債務は純資産の縮小に伴
い減少しており（恐らく為替レートの影響と思われ
る）、よって純資産の中の割合は2002年以降最低
水準となる約16%にとどまっています。しかし、債
務水準と動向は国によって大きく異なっていること
に注意する必要があります。今世紀に入ってから、
家計の負債は移行経済諸国や、最近では新興国市
場においても特に急速に拡大しています。

図5

2000年～2015年の成人1人当たりの資産・負債の世界的動向

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

図6

上位資産家のシェアと金融資産のシェア
2000年～2015年

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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富の不均衡の傾向

昨年、当社では初めて2000年以降のすべての
国における資産配分について一貫性のある一連
のデータを構築することができました。図6はその
一連のデータに更新と拡張を加えたもので、これ
によると今世紀に入った時点で、世界の資産を所
有する上位1%が全家計資産の48.9%を所有して
いたことが分かります。当社の推定では、上位1%
のシェアは年々減少し、2009年にはとうとう44.2%
となりました。これは4.7ポイントの減少です。その
後、減少傾向が元に戻りシェアは年々大きくなり、
直近の12ヵ月の間に2000年の水準を回復しまし
た。私たちは、現在上位1%が世界各地の家計資
産全体の半分を所有していると推定しています。

世界の資産保有者の上位5%および上位10%
のシェアは、似たようなパターンを描きます。上位
5%のシェアは2000年と2007年の間に3.8ポイン
ト減少し、その後は2010年に再び増加しはじめる
まで横ばいとなりました。現在のシェアは76.6%
で、これは2000年当時と同じです。一方で、上位
10%のシェアは2000年につけたピークの88.3%
から2007年の85%の底まで下落し、その後はゆっ
くりと上昇をしてきています。当社の推定では上
位10%の現在のシェアは87.7%となっており、今
世紀に入った当初の水準の近くまで回復してきて
います。

富の不均衡は時間の経過とともに徐々に変化
しており、それゆえにこの傾向の原動力が何かを

把握することは困難です。しかし金融資産の価値
は、より裕福な個人が金融資産の形で持つ資産の
割合のバランスが崩れていることから、会社の証
券であればなおさらのこと、重要な要因となりま
す。図6には、今世紀に入ってからの金融資産のシ
ェアとパターンが、上位富裕層のシェアのものと
強く類似していることが表れています。例えば、上
位1%のシェアは平均で5.7ポイントほど金融資産
のシェアを下回っており、2005年と2009年を除く
毎年、この値の上下1%以内で推移しています。よ
って、2008年以降金融資産のシェアが6ポイント
上昇したということは、上位1%のシェアが2008年
の44.4%から2015年には50.4%に上昇するはず
であったことを意味しており、これは実際に起こっ
たことと合致しています。しかし、重要なのは今後
の先行きです。今後、株価が今までほど急速に上
昇せず、金融資産のシェアが安定化するか、ある
いは減少すれば、近年見られてきた富の不均衡の
拡大は続かないと考えられます。

資産中央値の動向

資産の中央値は平均的な成人の状況を指すも
ので、よって国内または地域内の資産中央値の動
向は、平均的な人が時間の経過とともにどのよう
な暮らしをしていたかを良く反映します。図7は、
世界全体および各地域で資産中央値が時間の経
過とともにどのように変遷してきたかを示してい
ます。アジア太平洋と欧州は資産中央値が最大と写
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なっている国々を抱えているものの、北米が他に
大差をつけて地域ランキングの先頭を行っていま
す。北米の資産残高中央値は現在、欧州の水準の
4倍程度、中国の水準の8倍、さらにアフリカの水
準と比べると100倍近くあります。

世界の成人1人当たり資産残高の中央値は今
世紀に入ってからも上昇を続け、2000年の1,700
米ドルから2007年の4,200米ドルまで倍増しまし
たが、2008年には3,300米ドルに下落しました。そ
の後、一時的に回復もしましたが、2010年からは
毎年下落し、金融危機後に記録した底を下回る
3,200米ドルまで下がっています。確かに為替レー
トの不利な動きも理由のひとつですが、拡大する
不均衡も、資産残高中央値の世界的な動向が図5
に表れているように、成人1人当たり資産額の中
央値と同じ軌跡を描いていない大きな理由です。

金融危機までは、各地域内の動向は概ね世界
のパターンと一致していましたが、特に欧州では、
対米ドル相場の上昇を背景に上昇ペースが著し
く速くなっていました。大部分の地域も2010年以
降の世界的な下落傾向を踏襲し、資産額の中央
値は現在、10年前に記録した値に近くなっていま
す。しかし、これには例外が2つあります。中国と北
米の資産額中央値の水準は2008年以降継続的に
多かれ少なかれ上昇しており、さらに過去3年間
の水準を見ると、金融危機前の最高値を大きく上
回っています。

ミリオネアの人数に見える傾向

ミリオネア（百万米ドル長者）の人数の伸びは
経済の健康状態を示すシグナルとしてとらえられ
ることも多く、上層部における富を生み出す力を
反映します。当社の推計によると、世界の百万米ド
ル長者の人数は今世紀に入った時点での1,370
万人から2014年には3,610万人までに増加したも
のの、今年は為替レートの影響を受けたことから
3,370万人に後退しました。2000年以降の146%
の増加には、人口の増加と、物価上昇によってミリ
オネアクラブへの入会基準が漸減するという事実
が反映されています。それでも、以上のような要因
を割り引いたとしても、ミリオネアの人数は大きく
伸びています。図8に示すとおり、この人数は金融
危機の間に落ち込みました。しかし、資産額中央
値の動向とは違い、ミリオネアの人数は2008年以
降急速に回復し、2011年から2014年までは毎年
最高記録を更新しました。

ミリオネアの人数は、2007年まで各地域におい
て上昇傾向にありました。北米とアジア太平洋の人
数の伸びは世界のペースのおよそ半分程度でした
が、欧州とアフリカでは平均以上の速さで増加しま
した。インドではミリオネアが5倍見られるようにな
り、中国でも大躍進が見られました。中国のミリオ
ネア数は10倍以上に増えています。このような地域
別のパターンは、近年になってばらつきはじめてい
ます。ミリオネアの合計人数は、北米と中国では引
き続き伸びています。どちらの地域も2015年に過
去最高の人数を更新しました。他の地域の傾向は
総じて横ばいで、当初は若干増加したものの、最終
的には2009年から2010年にかけて見られた水準
に逆戻りしました。しかし欧州を除くすべての地域

図7

2000年～2015年地域別成人1人当たりの資産残高中央値

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

図8

2000年～2014年地域別ミリオネア数

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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では、ミリオネアの人数は金融危機以前のいずれ
の時期に記録された人数をも下回っていません。

欧州と北米の経験は、非常に興味深い対比とな
っています。北米は、今世紀に入った時点で世界の
全ミリオネアの半分を占め、欧州の人数の2倍以上
でした。欧州のミリオネアは2009年までは北米を
上回る速度で増加し、当時の人数は両地域でほぼ
拮抗していました。北米はその後増加して先行し、
ドル高によって断トツの地位を奪還しました。2000
年当時と同様、北米は世界の全ミリオネアの半数
を占め、欧州の合計人数を大幅に上回っています。

もうひとつの興味深い比較は中国、アフリカ、イ
ンドの3地域です。いずれの地域も、今千年紀の初
頭にはミリオネアの人数が3万～4万5000人でし
た。それ以降、これらの地域の人数は全体として世
界平均よりもかなり速いペースで伸びています
が、アフリカは4倍の126,000人、インドは6倍の
185,000となっています。しかし、これらの伸びの
記録も中国と比べるとほぼないに等しく見えてし
まいます。中国は今、アフリカ全体の10倍となる
130万人のミリオネアを抱えるまでになりました。

まとめ

世界の富は2015年中間期までの12ヵ月間で
4.7%減少しました。しかし、為替変動の影響を取り
除くと、富の成長は今世紀に入ってから一貫して
変わらぬ伸び率を示しています。資産総額は2000

年以降2倍となり、中国では5倍に膨れ上がったほ
か、インドでも、中国よりは少ないものの、それで
も急速に増加しています。適切なデータのある58
ヵ国については、富の実質成長率は過去15年間
の平均で2.0%でした。2005年から2010年にかけ
て資産は2000–2005年期の2倍のペースで伸びま
したが、年率ではわずか0.4%でした。その後は年
率1.1%と、若干回復しています。パフォーマンス
は大きく揺れるケースも多く見られました。例え
ば、ロシアとマレーシアは2000年から2010年まで
は上位10ヵ国に入っていましたが、近年では下位
10ヵ国にランクインしています。ユーロ圏の成長
は、総じて平均を下回りました。非金融資産は
2000年から2007年にかけて金融資産よりも速く
成長しましたが、その後は逆転現象が見られまし
た。富の不均衡は2007まで縮小していましたが、
それ以降は拡大してきており、世界の富を占める
上位1%の成人のシェアは2015年中間期までに
50%に達しています。ミリオネアの人数は急速に
増加した一方で、資産額の中央値は金融危機以
降停滞しています。家計の負債は近年、成人1人当
たりの数字としては比較的安定していますが、純
資産残高の16%にまで減少してきており、これは
2002年とほぼ同じ水準となります。
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富の不均衡のパターンと原因

個人の間で資産にばらつきがあるのには多く
の理由があります。わずかな資産しか持たない人
の中には若者も含まれ、資産を蓄えるための機会
にあまり恵まれていない場合もあります。またあ
る人は事業の失敗や個人的な不幸に見舞われた
り、あるいは富の形成の見通しが極めて限られて
いる世界に住んでいたりする場合もあります。ま
た、国によっては女性やマイノリティーということ
で限られた機会しか与えられないこともあります。
一方でその対極として、才能と努力と強運が重な
り莫大な財産を築く人もいます。

図1に示す富のピラミッドは、その差異を捉え
ています。このピラミッドの土台は資産をわずか
しか持たない人々の厚い層で、上層に進むにつれ
て徐々に占める人数が減っていきます。資産保有
額が1万米ドル未満の人は2015年時点で34億人 

（世界の成人の71%)いるものと当社では推定し
ています。さらに10億人の成人(世界人口の21%)
が1万米ドル～10万米ドルの範囲に収まります。こ
のピラミッドの土台と中間を占めるセグメントの
平均保有資産はそれほど多くありませんが、総額
にすると39兆米ドルにのぼり、見落とされがちな
この層の経済的重要性が浮き彫りとなります。

世界の富のピラ
ミッド
本章では富のピラミッドを細かく見ていき、上は超富裕
層から下は中層部から底辺にいるあまり裕福ではない
人々に至るまで、富の保有に関するスペクトル全体を余
すところなく分析します。現在、世界の成人の71%に相当
する3,400万人の個人が保有資産1万米ドル未満である
一方、世界人口の1%未満しか存在しない百万米ドル長
者のグループが総資産の45%を占めていると推定され
ています。今年、富裕層の人数は2008年以降初の減少と
なりました。しかし、その富裕層が所有する資産のシェア
は、2 0 0 7 年 から2 0 0 8 年 にか けて減 少したのを除
き、2002年以降毎年一貫して増加を続けています。
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残りの3億8,300万人の成人(世界の8%)は、純
資産が10万米ドルを超える人々です。ここには米
国のミリオネア3,400万人が含まれており、このグ
ループは世界の成人人口の1%未満しか占めてい
ないものの、世界の家計資産の45%を保有してい
ます。このグループに関しては、当社の推定では
123,800人が5,000万米ドル以上の資産を保有
し、44,900人が1億米ドルを超える資産を持って
います。

ピラミッドの土台

富のピラミッドの各層は、それぞれ特徴が異な
ります。土台の層は各地域や国の中で最も均等に
分布していますが（図2参照）、同時に非常に高い
多様性を示し、幅広い個人環境を抱えています。
先進諸国では、成人のわずか20%程度しかこのカ
テゴリーに分類されず、しかもその大部分は一時
的にそこに属しているか（例えば健康の問題や失
業などを原因として)、あるいは若齢または高齢と
いったライフサイクル的事情でそこに属していま
す。これとは対照的に、インドやアフリカでは90%
以上の成人人口がこの範囲に属しています。この
資産グループに属する人口の割合は、アフリカの
一部の低所得国では100%に近くなることもあり
ます。低所得国の多くの住人にとって富のピラミッ
ドの下層に生涯属することは普通のことであり、
決して例外的なことではないのです。

中流階級の富

世界の富の視点から見ると、1万～10万米ドル
の層は「中流階級」とされます。この層は10億人の
成人を網羅しています。平均保有資産額は全資産
レベルの世界平均値に近く、累計31兆米ドルとい
う純資産額はこのセグメントの大きな経済力とな
っています。インドとアフリカはこの層にあまり多
くなく、一方で中国は比較的多くなっていますが、
中国とインドの比較は非常に興味深いものとなっ
ています。インドは世界の中流階級のわずか
3.4%ですが、この割合は過去10年間でほとんど
変わっていません。対照的に、中国は1万～10万米
ドルの資産を持つ人口の中で36%を占めており、
これはインド人の数の10倍、2000年の中国人の
数の2倍です。

ピラミッドの資産セグメントの上層部

今世紀初頭、ピラミッドの資産セグメント上層部
（純資産が10万米ドルを超えるグループ）に属す
る成人は2億1,500万人でした。2014年までに世
界全体でこの層に属する人口は3億9,500万人を
超えましたが、今年に入って3億8,300万人に減少
しました。これもドル高の影響となります。しかし
このグループを地域別に比較した場合、これより
も下の層の様子は大きく異なっています。欧州と
北米、アジア太平洋地域（中国とインドを除く）を

出所：: James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

図1

世界の富のピラミッド
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合わせるとグループの90%を占め、そのうち欧州
だけでも1億4,400万人（合計の38%）を占めてい
ます。これはインドとアフリカを合わせてもわずか
500万人（世界合計の1.3%）にしかならないこと
とは対照的です。

この人口構成のパターンは、ピラミッド上部に
いる百万米ドル長者ではまた変わってきます。任
意の国における百万米ドル長者の数は、3つの要
因によって決まります。それは成人人口の規模、平
均資産額、資産の不均衡の3つです。米国はこれら
3つの基準のすべてにおいて高いスコアをつけて
おり、世界累計の46%に相当する1,570万人とい
う、ずば抜けて多くの百万米ドル長者を抱えてい
ます（図3参照）。長年にわたり、日本は百万米ドル
長者のランキングの中で余裕の第2位の地位を守
ってきました。2011年には世界合計の13%を占
め、第3位の倍の人数がいました。しかし日本のミ
リオネアは、他の国では増加している一方でその
人数を減らしています。結果的に、世界の百万米
ドル長者に占める日本の割合は2013年に1割減
り、現在では6.3%にまで低下しています。これは
英国の下、フランスを辛うじて上回る位置となりま
す。

1%以上の人数をこの層に送り込んでいる他の
9ヵ国のグループを先導するのはドイツ、中国、イ
タリア、カナダ、オーストラリアで、それぞれの割合
は3%~5%となっています。スウェーデンとスイス
はそれぞれ比較的人口が少ないものの、平均資
産額の大きさから世界合計の1%以上を占める国
のランキングにどちらも名を連ねています。

百万長者グループの顔ぶれの変化

資産水準の変化は、世界の百万米ドル長者の
人数や居住国に影響します。私たちは昨年のレポ
ートで、原資産額の堅調な増加と為替レートの上
昇が組み合わさり、百万米ドル長者の層に新たに
400万人近くが加わったと報告しました。その結
果、米国では新たに160万人、ユーロ圏では新た
に85万人が増えました。基本的に資産の伸び自体
は昨年とさほど変わりませんでしたが、為替レート
の変動によって世界のほとんどの場所で前年に
増加したミリオネア人口が相殺されたか、多くの
場合、これを上回る影響がありました。世界のミリ
オネアは全体として240万人のメンバーを失い、
中でも日本（68万人減）は単一の国としては最大
の減少を記録しました。それでも、欧州は地域とし
て失ったメンバーの数が最も多くなり（200万人
減）、ユーロ圏の4大国だけでも150万人が減少し
ました。その内訳はフランスが63万人、ドイツが
39万人、イタリアが38万人、スペインが9万人の減
少でした。オーストラリアとカナダでは合計で41
万人のミリオネアがいなくなった一方で、米国（90
万人増）は他の国と比べてもずば抜けて多くの長
者が増えました。ただし、百分率で見た場合、中国

（15万人増）がこれを上回りました。世界全体のト
レンドに逆らうように、米国は世界のミリオネア人
口に占める割合を上げ、2014年の41%から2015
年の46%へと躍進しました。

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, 
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

米国 46%

その他世界 12%

スウェーデン 2%

スイス 2%

オーストラリア 3%

カナダ 3%

イタリア 3%

中国 4%

フランス 5%

日本 6%

英国 7%

スペイン 1%台湾 1%

ドイツ 5%

図2

世界の各資産階層における地域別割合

図3

居住国別ミリオネアの数(世界合計の%)
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123,800

1,337,700

29,757,700

資産額区分 成人人口

5,000万米ドル超

1,000万～5,000万米ドル

2,499,100500万～1,000万米ドル

100万～500万米ド

ついても、毎年公表されるフォーブスの世界10億
米ドル長者ランキングや他から発表される同様の
長者番付などとの一貫性が保たれるようにしまし
た。これによって純資産が100万米ドルから5,000
万米ドルまでの高額資産保有者（HNW）や、5,000
万米ドルを超える超高額資産保有者（UHNW）の
カテゴリーに分類される資産保有の世界パター
ンについても、妥当な見積りを出すことができる
ようになりました。

富のピラミッドの底辺はすべての国々の様々な
ライフサイクルの段階にある人々によって占めら
れていますが、HNWやUHNWの人口の場合は特
定の地域や国に極端に集中しており、異なる大陸
に住んでいながらライフスタイルが比較的似通っ
ていたり、高級品を求めて世界の同じ市場に出か
けていったりする傾向にあります。このような人々
の資産ポートフォリオはさらに類似性を増す可能
性が高く、金融資産により重点が置かれ、特に国
際市場で取引されている上場企業の株式が重視
されることが多くなります。

2015年中間期、世界には資産総額が100万米
ドルから5,000万米ドルの間のHNWの成人が
3,360万人存在し、その内の圧倒的多数（3,980万
人）が100万～500万米ドルの層に属していると当
社では推定しています（図4参照）。資産総額が
500万～1,000万米ドルの成人は250万人おり、一
方1,000万～5,000万米ドルの資産を持つ人口は
130万人となっています。2007年から2009年にか
けて欧州は短期間ながら北米を抜き、HNWの人
数で第1位の座につきました。しかし2010年に北
米はトップの座を取り戻し、現在ではその人数を
大幅に増やしています。その数は1,660万人（全体
の49%）にのぼり、欧州の1,000万人（30%）に差
をつけています。中国とインドを除くアジア太平
洋諸国には490万人（15%）のHNW層が存在し、

富裕層人口

100万米ドルを超える保有資産のパターンを見
積もるためには、これまでとは異なる新しいアプ
ローチが必要となります。その理由は、資産レベル
が高くなると、資産に関するデータ元として通常
用いられる公式な世帯調査にあまり頼ることがで
きなくなるからです。この問題を乗り越えるため、
当社では良く知られている統計上の規則性を利用
し、高額資産保有者の占めるロングテール部分に

表1

2014~2015年国別ミリオネア人口数の変動

主な増加国 資産総額100万米ドル超の成人 
（単位：千人）

主な減少国 資産総額100万米ドル超の成人 
（単位：千人）

国名 2014 2015 変動 国名 2014 2015 変動

米国 14,753 15,656 903  日本 2,807 2,126 –681

中国 1,181 1,333 152  フランス 2,422 1,791 –631

英国 2,296 2,364 68  ドイツ 1,917 1,525 –392

香港SAR 101 107 6  イタリア 1,504 1,126 –378

     オーストラリア 1,198 961 –237

     カナダ 1,160 984 –176

     スウェーデン 633 520 –113

     ニュージーランド 386 282 –104

     スペイン 454 360 –94

     ベルギー 370 278 –92

世界 36,122 33,717 –2,405  世界 36,122 33,717 –2,405

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

図4

ピラミッドの上位

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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また当社の推定では現在の中国には130万人（世
界合計の4%）のHNW層がいると見られます。残り
の79万人のHNWの人 （々全体の2%）はインド、ア
フリカ、ラテンアメリカに居住しています。

超富裕層人口

当社の推定では、純資産で5,000万米ドルを上
回る層として定義されるUHNW人口の中に、世界
的には123,800人が属しています。その内、44,900
人が1億米ドル以上の資産を持っており、4,500人
は5億米ドルを上回っています。ドル高の影響で
UNHWに属する成人の数は2014年中間期以降
800人減少しましたが、当社の推計によると5億米
ドル超を持つ個人の数は若干増加した模様です。

地域別ランキングでは北米が優勢で、61,300人
（50%）の居住者がUHNWである一方、欧州には
29,900人（24%）、中国とインドを除くアジア太平
洋諸国には15,900人（13%）のUHNWの人々が暮
らしています。国別に見ていくと、UHNWの成人の
数では米国が62,800人で第1位となっており、こ
れは当該グループ全体の49%に相当します（図5
参照）。これには2014年中間期からの3,800人の
増加分も含まれています。中国は第2位につけて
おり、9,600人のUHNW人口を抱えています（前年
比1,800人増）。これに続き英国（400人増の5,400
人）がドイツ（1,000人減の4,900人）と入れ替わり
ました。スイス（200人減の3,800人）はフランス

（600人減の3,700人）を押さえて順位を上げまし
た。ランキングの変動が最も大きかったのは香港
SAR（200人増の1,600人）で、順位を3つ上げてい
ます。また台湾（100人増の2,200人）、インド（100
人増の2,100人）、韓国（100人増の1,800人）はい
ずれも順位を2つ上げました。反対側を見ると、ロ
シア（1,000人減の1,800人）は順位を3つ落とし、

図5

2015年の主要国における超富裕層人口(上位20ヵ国)

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

ブラジル（500人減の1,500人）とスウェーデン
（300人減の1,400人）はそれぞれ2つ落としまし

た。
 

変化を続ける富

富のピラミッドは個人資産の違いを鮮明に描
写します。ピラミッドの上位には世界の百万米ド
ル長者、下層部はあまり富裕ではない人々が占め
ています。保有資産について考える場合、このピラ
ミッドの上層部だけが注目され、土台や中間層に
はあまり注意が向けられないことが多くあります。
ただし、これらの下層と中間層には39兆ドルにの
ぼる家計資産があることから、経済的にはかなり
大きな重要性を持っていると考えられます。これら
の資産所有者のニーズに応えることで、消費産業
と金融業界の両方に新たなトレンドが生まれる可
能性があります。中国、韓国、台湾では富のピラミ
ッドのこれらの層が急成長しており、インドもま
た、その出発点の低さから急成長が十分に見込ま
れます。

ピラミッドの中層部から低層部にかけてのセ
グメントも重要ではあるものの、上層部は今後も
個人資産の流れや投資のトレンドを生み出す大
きな力となっていくものと思われます。当社の
2015年中間期のデータによると、現在のHNW人
口は3,400万人で、そのうち中国には100万人以
上、中国とインドを除くアジア太平洋諸国には500
万人近くいることが分かっています。ピラミッドの
最上部では現在、123,800人のUHNWがそれぞれ
保有資産5,000万米ドル超となっています。その中
でも最近は中国が保有資産を伸ばしており、当社
の推計では9,600人の成人が現在UHNWのグル
ープに入り、この他に7,700人（全体の8%）が香港
SAR、インド、韓国、台湾の住人となっています。
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世界各地において、中流階級の規模、健康、資
源は経済発展の速度や持続可能性を判定するう
えでの重要要素と考えられています。中流階級は
政治動向や新しい消費トレンドの中心にいること
も多くあります。この層はまた、新しい需要を満た
すことを目指す事業者や起業家などの人材、さら
にその事業を支えるために、特に初期段階で必要
となる資金の主要な源泉ともなります。本章は今
世紀に入ってからの変わり続ける中流階級の環
境に焦点を当て、これを国内、地域内、そして世界
のそれぞれの視点から見ていきます。

中流階級というカテゴリーを定義するのは容
易ではありません。以前、このラベルは専門職や
管理職、あるいはスキルを要する職に就いている
ホワイトカラーやブルーカラーを世帯主とする家
庭に付けられるのが普通でした。最近では世帯収
入の幅を基準にした中流と定義するのが一般的
になってきており、この範囲に入るのは快適なラ
イフスタイルながら、過度な贅沢をしない収入水
準の世帯です。言い換えると、貧困階級やピラミッ
ドの下方にある貧困に陥りやすい階層、さらに最
高水準の所得を得ている上層部を除いた帯域と
いうことになります。

私たちも同様の手法を用いましたが、今回は
所得帯ではなく富の帯域という基準で中流階級
を定義することで、新境地を開いています。こうす
ることで、興味深いポイントがたくさん出てきま
す。今回は中流階級の価値や意志を、どれだけの
貧困を抱えているかという点に常時結びつけてい
ます。こうすることで国の将来に対する関心と、長
期的な視点から物事を見る自由が与えられます。
さらに、ある程度の金額の資産があるということ
は、災難に見舞われたときでもそれを乗り越えら
れる可能性が出てきます。つまり、これがあると一
定の期間の貧困に陥る可能性が低くなることで

す。所得基準で中流階級を定義すると、このような
自由や安心の要素が見落とされてしまいます。つ
まり、例えば一定の期間にわたり失業をした場合、

「中流階級」という身分がなくなってしまうという
ことです。一方で、富を基準とした定義にすると、 

「中流階級」という層が一時的であれば景気後退
にも強いという一般的な捉え方に近くなります。

中流階級の富の範囲

北米では中流階級が象徴的身分となっている
ことも含め、様々な理由から米国がベンチマーク
の国として選ばれています。特に今回は米国の中
流階級を、2015年中間期の物価で評価した5万
～50万米ドルの間の資産を持つ成人として定義
しています。この範囲についてはおそらく、5万米
ドルがおよそ2年分の所得の中央値に等しく、よっ
て就労の中断、所得の不足、緊急の支出に対する
しっかりとした保護になることを考慮したうえで、
その下限を調整することもできます。同様に50万
米ドルの上限は、退職年齢に近い人が残りの人生
にわたりずっと平均的な賃金を払い出してくれる
年金を購入するために必要な資金の金額におお
よそ相当します。しかし今回の区切り方について
は、詳しい弁明に立ち入らないこととします。正確
性ではなく、例示を目的としたものだからです。上
限および下限に他の合理的な値を採用したとして
も、大枠のパターンや以下で解説する結論に変化
がないように見えます。

2015年以前については、米国CPIを用いて米
国の中流階級の資産額の範囲を下方修正しまし
た。その他の国については、IMFの一連の購買力
平価（PPP）の値を採用し、現地の購買力に換算し
た金額に相当する中流階級の富の範囲を導き出
しています。このところ、米国の物価は他の先進経

世界の中流階級
中流階級はあらゆる民主主義の政治的および経済的な発展の中で、中心
的な役割を担います。個人資産という観点から中流階級を定義すること
で、私たちはこのグループが世界各地でこれまでどのような暮らしぶりをし
てきたのかを検証します。世界各地において、中流階級の規模や富は金
融危機までは急拡大していましたが、2007年以降は成長も落ち着き、格
差の拡大により各地域のこの階級の持ち分が圧迫されてきました。私たち
の調査の結果、今は米国の中流階級の数が中国の同階級に抜かれ、北
米の中流階級は平均よりも資産を持っていないことが分かっています(こ
のような地域は他にありません)。
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図1

2015年国別(一部)中流階級の富の下限

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks,  
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

済圏よりも低いことが多く、よってPPPで調整する
ことにより中流階級の下限が5万米ドルよりも高く
なることがときどきあります（図1参照）。北欧諸国
を例にとると、2015年の区切りの範囲はフィンラ
ンドの場合51,400米ドル、スウェーデンでは
52,600米ドル、デンマークは57,300米ドル、ノルウ
ェーは58,200米ドルとなります。私たちの方法論
を適用した場合、スイスの成人が中流階級に属す
るためには、少なくとも72,900米ドルの資産を所
有していなければならないことになります。

国民1人当たりの資産が比較的少ない国は物
価も低い傾向にあり、それに応じて中流階級の区
切りも、図1に示すとおり低くなります。私たちの方
法論に従うと、2015年に中流階級に入るために成
人は少なくともブラジル、チリ、中国では28,000米
ドル、南アフリカとトルコでは22,000米ドル、マレ
ーシア、ロシア、タイでは18,000米ドル、さらにイン
ドでは13,700米ドル持っている必要があるという
ことになります。

地域、国別の中流階級データ

どの国でも、中流階級の富の上限は下限の10
倍となります。これに従い中流階級にどの人が入
るかが決まり、その人数と資産額が推定されます。
当社の結果では、6億6,400万人の成人が2015年
に世界の中流階級に属し、これは総成人人口の
14%に相当します。この上では、さらに9,600万人

（世界の成人の2%）がこの中流階級の上限を超
える資産を保有しています。

地域別に見ると、北米では中流階級が最も優勢
となっており、39%の成人がこの階級に入る資格
を持っています。これに続くのが欧州で、その割合
は3分の1です。図2に示すとおり、これ以降シェア
は急激に下がり、アジア太平洋（中国とインドを除
く）では15%、中国とラテンアメリカは約11%、ア
フリカとインドになるとわずか3%となります。中
流階級の区分を超える富を保有する人を含める
と、北米で該当する割合は51%に拡大しますが、
中国、ラテンアメリカ、インドの場合は人数にほと
んど違いが出ません。

北米は割合としては大きいものの、この地域に
は中流階級の成人がわずか1億500万人（世界全体
の16%）しかおらず、これはアジア太平洋地域（中
国とインドを除く）の1億7,100万人（同26%）や欧
州の1億9,400万人（同29%）を著しく下回ります。
実際に、北米の中流階級の成人人口は中国の人
数を割り込んでいます（図3参照）。今回の中流階
級の範囲を超える資産を持つ人口を加えると、北
米のシェアは16%から18%に上がり、中国を捉え
ますが、それ以外は特に地域ランキングに違いは
見られません。

中流階級は北米（特に米国）との関連性が非常
に強く、個別の国で見た場合、私たちの結果の中
には意外に思われるものもあるかもしれません。
図3のグラフを見ると、中国が現在最大の中流階
級成人人口を抱えていることが分かり、その1億
900万人という数字は米国の9,200万人を大きく
引き離しています（ただし、このランキングは中流
階級の上限を超える人口を加えた時点で逆転し
ます）。他の11ヵ国には1,000万人を超える中流階

図2

2015年地域別中流階級の成人と富のシェア
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アフリカ 19

インド 24

欧州 194

中国 109

アジア
太平洋

171

北米 105

ラテンアメリカ
43

メキシコ 13

カナダ 13

日本 62
中国 109

英国 28

その他の国
170

米国 92

イタリア 29

フランス 24

インド 24

スペイン 21

韓国 17

ブラジル 11 オーストラリア 11

台湾 11

ドイツ 28

図3

2015年地域・国別中流階級の成人人口(単位：百万人)

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015写
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表1

2015年地域・国別全成人人口に占める中流階級(%)

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

中流階級 中流よりも
上の階級

中流階級 中流よりも
上の階級

オーストラリア 66.1 80.3 ドイツ 42.4 50.0

シンガポール 62.3 78.3 デンマーク 39.5 50.0

ベルギー 62.1 74.4 スウェーデン 39.4 50.9

イタリア 59.7 68.3 米国 37.7 50.0

日本 59.5 68.6 サウジアラビア 33.1 35.2

台湾 59.4 74.6 チェコ共和国 26.5 28.1

英国 57.4 69.6 チリ 22.3 23.8

ノルウェー 56.4 68.6 ポーランド 19.3 20.3

アラブ首長国連邦 56.4 64.2 メキシコ 17.1 18.1

スペイン 55.8 59.6 マレーシア 16.7 17.9

オランダ 54.1 61.5 コロンビア 15.3 16.2

アイルランド 50.3 57.7 南アフリカ 13.7 14.8

ニュージーランド 50.3 72.2 中国 10.7 11.3

フランス 49.2 61.7 ペルー 10.3 11.1

カナダ 47.8 58.3 トルコ 9.9 10.7

ギリシャ 47.2 50.0 ブラジル 8.1 8.7

フィンランド 45.6 50.0 エジプト 5.0 5.4

ポルトガル 44.6 47.3 フィリピン 4.8 5.2

韓国 44.6 47.5 インドネシア 4.4 5.0

スイス 44.5 58.5 ロシア 4.1 4.6

香港SAR 44.4 49.5 アルゼンチン 4.0 4.3

オーストリア 44.0 51.9 タイ 3.7 4.0

イスラエル 42.5 46.2 インド 3.0 3.2

北米 38.8 50.9 ラテンアメリカ 10.6 11.3

欧州 33.1 38.3 アフリカ 3.3 3.5

アジア太平洋 15.1 17.0 インド 3.0 3.2

中国 10.7 11.3

世界 13.9 15.9

級に属する国民が住んでおり、その幅は日本の
6,200万人からフランス、イタリア、ドイツ、インド、
スペイン、英国の2,000~3,000万人、オーストラリ
ア、ブラジル、カナダ、韓国の1,000~1,700万人に
至るまで広がっています。

中流階級の全成人人口のシェアが最大なのは
北米となっているものの、中流階級に該当する割
合が最も高い場所は他にあります。米国の全成人
の半分が5万米ドルを超える資産を持っているも
のの、中流階級の範囲に入るのはわずか38%で
す。これは先進経済圏の中では相対的に低い数字
です（表1参照）。50%を超える成人がアイルラン
ド、オランダ、ニュージーランドでは中流階級の資
格を有し、また55%を超える人がイタリア、日本、
スペイン、台湾、アラブ首長国連邦、英国で有資格
者となっています。ベルギーとシンガポールの場
合、中流階級に該当する割合は60%を超え、中で

もオーストラリアは最大で、66%の成人が中流階
級に属し、中流階級以上に属する成人となると
80%にのぼります。

中流階級の富

2015年の中流階級が抱える純資産総額は世界
全体で80.7兆米ドルにのぼり、世界全体の資産の
32%となりました。中流階級の上限を超える資産
を持つ成人を加えると、これ以外に150兆米ドル
の資産が増え、最終的に中流階級以上の持つ資
産総額は231兆米ドル、世界の資産残高の92%に
相当します。よって、中流階級以上に属する成人の
6人に1人が世界の資産の膨大な部分を所有して
いることになります。これは地域別に見た場合で
も国別で見た場合でも同じ構図となり、中流階級
以上の所有する資産が全資産の3分の2に満たな
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表2

2015年国・地域別中流階級の保有財産残高

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

 中流階級 中流階級以上
総資産額
(単位：10億米
ドル)

国・地域の保有資産
割合(%)

世界資産の割
合(%)

総資産額
(単位：10億米
ドル)

国・地域の保有資産
割合(%)

世界資産の割
合(%)

米国 16,845 19.6 6.7 84,824 98.7 33.9

日本 9,724 49.0 3.9 19,138 96.5 7.7

中国 7,342 32.2 2.9 15,412 67.6 6.2

英国 6,188 39.7 2.5 15,255 97.8 6.1

フランス 4,901 38.6 2.0 12,437 98.0 5.0

ドイツ 4,758 39.9 1.9 11,630 97.5 4.6

イタリア 4,746 47.3 1.9 9,781 97.5 3.9

カナダ 2,680 39.0 1.1 6,702 97.5 2.7

オーストラリア 2,490 40.3 1.0 6,094 98.7 2.4

スペイン 2,200 52.4 0.9 3,945 94.0 1.6

韓国 1,682 47.4 0.7 3,289 92.7 1.3

オランダ 1,182 49.7 0.5 2,373 99.8 0.9

台湾 1,063 29.6 0.4 3,547 98.8 1.4

ベルギー 1,023 46.7 0.4 2,154 98.4 0.9

メキシコ 791 40.4 0.3 1,492 76.2 0.6

インド 780 22.6 0.3 2,206 64.0 0.9

ブラジル 754 31.0 0.3 1,789 73.5 0.7

スイス 696 19.9 0.3 3,405 97.5 1.4

オーストリア 515 38.5 0.2 1,308 97.9 0.5

ノルウェー 513 42.1 0.2 1,268 104.1 0.5

スウェーデン 504 22.0 0.2 2,223 96.9 0.9

欧州 30,468 40.6 12.2 72,554 96.7 29.0

北米 19,534 21.0 7.8 91,559 98.6 36.6

アジア太平洋 19,127 41.6 7.6 42,079 91.5 16.8

中国 7,342 32.2 2.9 15,412 67.6 6.2

ラテンアメリカ 2,621 35.1 1.0 5,495 73.6 2.2

アフリカ 834 32.1 0.3 1,627 62.7 0.7

インド 780 22.6 0.3 2,206 64.0 0.9

世界 80,706 32.3 32.3 230,933 92.4 92.4

い国の例は、中流階級に規模を問わずほとんど存
在しません。インドはその最たる事例です。最低中
流階級以上の資産残高を持つ成人はわずか3%
しかいないものの、このグループは全世帯資産総
額の64%を占めています（表2参照）。アフリカの
状況は、全体としてほぼこれと同じです。

他にも面白い結論が、地域別および国別の内
訳から見えてきます。北米は中流階級の成人に該
当する割合が最も高い地域であるものの、中流階
級の資産残高シェアが世界水準を下回るだけで
なく、インドを含めたすべての地域の中で最も小
さい地域となっています。さらに意外なのは、北米

（他の地域を含めて唯一）では中流階級の人口シ
ェアが資産シェアを超えているという私たちの調
査結果です。言い換えると、この中流階級が全体と
して持っている資産残高は、平均に届いていない
ということです（図2参照）。実際に、北米の中流階

級成人が所有している平均資産残高は、かろうじ
て全成人平均の半分程度です。対照的に、欧州の
成人1人当たりの中流階級資産残高は地域平均
の130%です。中国の中流階級の場合は、全国と
比べて3倍の資産を持っています。さらに、インド
とアフリカの場合はいずれも中流階級の平均資
産残高がその他の人口の持つ平均資産残高水準
の10倍となっています。この意外な結果の理由
は、図2を見れば自明です。北米では中流階級より
上のグループの規模と資産残高が大きいことか
ら、中流階級の相対的な地位を押し下げてしまっ
ているのです。

中流階級の資産残高のシェアが人口シェアより
も不足している点は、北米以外のG7諸国を含む
多くの国々でも明らかです。図4は、この不足がス
イス、シンガポール、米国で最も深刻であることを
示しています。しかし、オーストラリア、香港SAR、
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スウェーデンでは、中流階級の資産残高中央値も
全人口の平均値の3分の1未満となっています。こ
こでも、この3ヵ国で中流階級が資産残高の「公正
なシェア」を下回っている理由は、この中流階級を
上回る人々の規模と資産残高が十分に大きいこと
から、中流階級自体のシェアが圧迫されているこ
とにあります。これとは対照的に、ブラジルや中
国、インド、インドネシア、メキシコなど、中所得か
ら低所得の国々では中流階級の資産残高シェア
が人口シェアを上回っています（図4参照）。この違
いは、前述の国々では中流階級に入る人々は「中
流」ではないことになります。彼らはむしろ分布の
上位側に近く、自分たちよりも上にいる人口は相
対的に少なくなっています。同じことが、世界全体
についても言うことができます。

中流階級に入る人々の傾向

当社の調査結果を見ると、中流階級の成人人
口が今世紀に入って2000年の5億2,400万人から
2015年の6億6,400万人に増加しており、言い換え
ると1億4,000万人、つまり27%増加したことにな
ります。これはどのような基準に照らし合わせても
大きな増加であり、同期間の人口増加を考慮に入
れたとしても同じことが言えます。それでも、これ
は中流階級の人口増加をまだ少なく見積もってい
ます。その理由は、この中流階級の範囲を超えて
上に行った人々の数の実質的な増加が考慮され
ていないからです。このグループの人数をきちん
と把握するためには、まず中流階級自体またはそ
れ以上の合計人数を見てから、その合計を中流階
級にとどまった人数と上に進んだ人数に分けるの
が最善の方法です。

表3は、中流階級の下限を上回る資産残高を持
つ成人の数が今世紀に入って1億7,800万人増加
したことを示しています（31%の増加）。新たに入
ってきた人の大部分は中流階級の中に留まって
いますが、3,800万人の成人が新たにこの範囲の
上に加わっていることが分かっています。それぞ
れの地域が、両カテゴリーの増加に貢献していま
すが、そのトップはアジア太平洋地域で、ここでは
新たに4,200万人が中流階級層に加わり、また
1,000万人が中流階級の上に加わりました。中国
では4,300万人が新たに加わりましたが、さらに
上に進んだグループはこれよりも小さくなりました

（500万人）。対照的に、欧州では新たに中流階級
に加わった3,400万人のうちの3分の1が中流階級
層よりも上に進み、また北米で新たに加わった
2,700万人のうちのおよそ4割が前進しました。

金融危機は、中流階級以上の規模に大きな影
響を及ぼしました。すべての地域が2000年から
2007年にかけての大躍進に貢献しましたが、この
とき世界では2億6,700万人が新たに加わりまし
た。また2007から2008年にかけては、すべての地
域が減少に貢献しましたが、このとき中流階級以
上の人口は1億1,500人圧縮されました。それでも
全体像は、2000-2007年期に1億200万人を中流
階級以上に追加し、翌年には6,700万人を減らし
た中国に支配されています。私たちの数値を見る
と、中国では2008年と2014年の間に中流階級以
上が900万人増加しましたが、中流階級の人口は

図4

2015年中流階級の資産残高のシェアに対する同成人人口の
シェアの倍率

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, 
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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表3

2000年～2015年地域・国(一部)別中流階級成人人口の変動

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

中流階級以上 中流階級 中流階級よ
り上

期間 2000 2015 2000–15 2000–15 2000–07 2007–08 2008–15 2000–15 2000–15

人数
(百万人)

人数
(百万人)

人数
(百万人)

変動
(%)

変動
(百万人)

変動
(百万人)

変動
(百万人)

変動
(百万人)

変動
(百万人)

中国 71.8 115.1 43.3 60.3 102.0 –67.3 8.5 38.5 4.8

米国 99.7 121.7 22.0 22.1 11.9 –6.8 17.0 12.9 9.1

インド 17.8 25.5 7.7 43.6 12.5 –5.5 0.7 6.8 1.0

フランス 22.7 29.9 7.2 31.8 6.2 –0.2 1.2 3.6 3.7

日本 64.4 71.5 7.1 11.1 2.4 0.0 4.8 4.2 2.9

韓国 12.4 18.5 6.1 49.7 5.7 –1.1 1.6 5.4 0.7

メキシコ 7.6 13.7 6.1 80.4 7.5 –0.3 –1.1 5.8 0.3

英国 28.6 33.9 5.3 18.4 3.2 –1.2 3.3 3.0 2.2

カナダ 11.4 16.1 4.7 41.6 2.4 –0.3 2.6 3.2 1.5

オーストラリア 9.7 13.6 3.9 40.2 2.3 0.0 1.6 2.4 1.5

ポーランド 2.3 6.2 3.8 163.4 2.4 0.6 0.8 3.7 0.2

台湾 10.1 13.8 3.7 36.4 1.6 0.6 1.5 1.8 1.9

スペイン 18.9 22.4 3.5 18.2 5.2 –2.1 0.3 3.2 0.3

コロンビア 1.8 5.1 3.3 182.7 1.6 0.0 1.7 3.1 0.2

ギリシャ 4.7 4.6 –0.1 –1.9 1.1 –0.4 –0.8 –0.1 0.0

トルコ 6.0 5.7 –0.3 –5.3 3.1 –2.0 –1.4 –0.4 0.1

ロシア 5.6 5.0 –0.6 –10.3 11.1 –2.5 –9.2 –0.7 0.1

アルゼンチン 3.9 1.2 –2.7 –68.8 1.5 –1.1 –3.1 –2.6 –0.1

エジプト 5.7 2.9 –2.7 –48.2 3.0 –2.6 –3.1 –2.7 –0.1

アジア太平洋 140.7 191.8 51.2 36.4 59.4 –15.5 7.3 41.6 9.6

中国 71.8 115.1 43.3 60.3 102.0 –67.3 8.5 38.5 4.8

欧州 189.5 223.9 34.5 18.2 46.2 –9.3 –2.4 23.5 11.0

北米 111.1 137.8 26.7 24.1 14.3 –7.1 19.5 16.1 10.7

ラテンアメリカ 31.7 45.4 13.8 43.5 21.2 –2.9 –4.5 12.8 0.9

インド 17.8 25.5 7.7 43.6 12.5 –5.5 0.7 6.8 1.0

アフリカ 19.1 19.9 0.7 3.8 11.5 –7.5 –3.2 0.4 0.3

世界 581.6 759.5 177.9 30.6 267.0 –115.1 26.0 139.7 38.2

金融危機以前のピークをいまだに大きく下回って
いることが分かります。実際に、中流階級の人口は
北米を除くどの地域でも2008年以降回復してい
ません。一方北米では、中核である中流階級が
2007年から2008年にかけて260万人減少しまし
たが、今では950万人増という大躍進を遂げてい
ます。アフリカ、欧州、ラテンアメリカでは、中流階
級の人数は2008年以降の全期間にわたり継続的
に減少してきていますが、ラテンアメリカとアフリ
カでは中流階級よりも上に該当する資産残高を
持つ成人人口が増えてきています。

似たようなパターンが、時間の経過とともに国
によっては表れてきています。ただし、金融危機の
間は中流階級人口の減少を免れた国は少数派と
なりました。その中にはポーランドと台湾も名前
を連ねましたが、双方とも中流階級人口が2000年

以降大幅に増加しています。さらにオーストラリ
ア、カナダ、フランス、インド、日本、韓国、メキシコ、
英国も同じ現象が起きましたが、特に中国と米国
の増加は他の国をずば抜けて上回っています。こ
の対局では、アルゼンチン、エジプト、ギリシャ、ロ
シア、トルコの5ヵ国で、今世紀に入り中流階級が
縮小しました。いずれの場合も、中流階級は2000
年と2007年の間に拡大し、その後金融危機が発
生した結果縮小し、それから2008年以降は人数の
減少が続いています。2007年までに人数が3倍に
なっていたロシアは、2008年以降どの国よりも中
流階級の人口を多く失っています。ギリシャとトル
コと同様、ロシアの中流階級は2000年と比べて現
在の方が少しだけ小さくなっています。一方、私た
ちの推定ではエジプトの中流階級は今世紀に入
った当初よりも規模が半分になり、さらにアルゼ
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中流階級以上 中流階級 中流階級よ
り上

期間 2000 2015 2000–15 2000–15 2000–7 2007–8 2008–15 2000–15 2000–15

資産額 資産額 資産額の
変動

資産額の
変動

資産額の
変動

資産額の
変動

資産額の
変動

資産額の
変動

資産額の
変動

  10億 
米ドル

10億 
米ドル

10億 
米ドル

% 10億 
米ドル

10億 
米ドル

10億 
米ドル

10億 
米ドル

10億 
米ドル

米国 42,298 84,824 42,526 100.5 21,433 –12,494 33,587 7,098 35,428

中国 2,145 15,412 13,267 618.4 8,284 –2,775 7,757 5,634 7,633

英国 6,947 15,255 8,308 119.6 7,651 –5,268 5,925 2,692 5,616

フランス 4,370 12,437 8,067 184.6 9,381 –1,234 –81 2,622 5,444

ドイツ 5,612 11,630 6,018 107.2 6,706 –530 –158 2,108 3,910

オーストラリア 1,383 6,094 4,711 340.5 3,203 –960 2,467 1,735 2,975

カナダ 2,368 6,702 4,334 183.0 3,347 –1,388 2,375 1,604 2,730

韓国 928 3,289 2,361 254.3 1,849 –891 1,404 1,026 1,335

スイス 1,243 3,405 2,162 173.9 948 –7 1220 410 1752

スペイン 1,918 3,945 2,027 105.7 3,513 –1,069 –417 1,068 958

台湾 1,721 3,547 1,826 106.1 503 256 1,067 146 1,681

インド 575 2,206 1,631 283.7 1,544 –538 625 468 1,163

スウェーデン 801 2,223 1,422 177.5 877 –375 921 284 1137

ロシア 220 1,044 824 374.2 1,877 –387 –667 137 687

メキシコ 724 1,492 768 106.1 959 –336 145 442 326

シンガポール 317 1,080 763 240.7 334 3 426 214 549

日本 18,444 19,138 694 3.8 –896 3,758 –2,168 –420 1,114

トルコ 356 775 419 117.7 989 –439 –131 103 316

ポーランド 165 567 401 242.8 356 –44 89 243 158

コロンビア 100 484 384 383.8 208 –21 197 222 162

フィリピン 72 364 293 407.7 94 –22 221 113 179

ギリシャ 457 678 221 48.3 709 –216 –272 127 94

タイ 64 255 191 300.5 82 –31 140 58 133

エジプト 179 251 72 40.1 168 –72 –24 –7 79

アルゼンチン 432 178 –254 –58.7 4 –79 –179 –181 –73

アジア太平洋 25,586 42,079 16,493 64.5 10,981 113 5,400 5,145 11,348

中国 2,145 15,412 13,267 618.4 8,284 –2,775 7,757 5,634 7,633

欧州 32,256 72,554 40,299 124.9 45,891 –11,854 6,262 14,565 25,734

北米 44,683 91,559 46,877 104.9 24,788 –13,887 35,976 8,705 38,172

ラテンアメリカ 2,413 5,495 3,082 127.7 2,916 –853 1,019 1,369 1,713

インド 575 2,206 1,631 283.7 1,544 –538 625 468 1,163

アフリカ 686 1,627 941 137.1 1,281 –523 182 421 520

世界 108,344 230,933 122,589 113.2 95,685 –30,316 57,221 36,307 86,282

表4 
2000年～2015年地域・国(一部)別総資産残高の変動

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, Credit Suisse Global Wealth Databook 2015
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ンチンの場合は中流階級の人口が3分の2に縮小
しています。

中流階級の富の傾向

すべての地域とほぼすべての国々では、中流階
級以上の富が今世紀に入り強い成長を見せてい
ます。世界的には、中流階級の下限より上の人々
の資産は、2000年の108.3兆米ドルから2015年の
230.9兆米ドルへと倍以上になりました。アフリカ
では140%、インドでは280%増加した一方、チリ
は6倍増を経験しました（表4参照）。この増加は、
人口の増加とインフレによる購買力の低下も一部
に反映していますが、これらの要素の調整をする
と、中流階級の区切りの上の人々の資産が大きく
膨らみます。

このデータをさらに深く検証していくと、2つの
重要な観測結果を得ることができます。ひとつ目
は、中流階級の資産の増加は、主に金融危機の前
に起こっていたということです。世界の中流階級以
上の資産総額は2000年と2007年の間に95.7兆米
ドル増加した後、2007-2008年期に30.3兆米ドル
減少し、それから2008年以降は57.2兆米ドル増加
しています。よって今世紀に入ってからの中流階
級以上の資産の増加のおよそ80%が、2007年以
前に発生したことになります。このパターンは各
地域内で概ね類似していますが、アジア太平洋地
域（中国とインドを除く）では2007-2008年期に資
産の減少がまったく起こらず、またアフリカと欧州
では中流階級以上の資産が金融危機以前の水準
にまだ戻っていません。これと同じパターンは、国
別で見た場合でもはっきりと見られます。ただし、
中流階級以上の資産の増加の大部分は、米国の
場合は金融危機以前に起こったものであり、さら
にシンガポール、スウェーデン、スイス、台湾、タイ
についても同様のことが当てはまります。

注目すべき観察結果の2つ目は、中流階級以上
の資産の増加については、その大部分が中流階
級の上限よりも上の資産残高を持つ人 （々ただし、
その人口はずっと少ない）に行っているという点
です。世界全体について見ると、2対1以上の内訳
で中流階級よりも上の人々に有利な結果となって
おり、北米の場合、その内訳は4対1となっていま
す。実際に、2000年から2015年にかけてすべての
地域において、中流階級の資産総額の増加はレ
ベルが上位の資産よりも小さくなり、これはほとん
どの国で起こったことでした。例外はコロンビア、
ギリシャ、メキシコ、ポーランドで、これらの国では
その内訳が6対4となり、中核の中流階級に有利な
結果となりました。

以上の2つの要因は、各地域の中流階級が所有
している総資産残高のシェアを描写している図5
に明確に表れている傾向を説明するのに役立ち
ます。中流階級の規模が拡大したことから、資産
の増加が比較的均等に起こったこともあり、中流
階級の資産シェアは今世紀に入って数年間は比
較的安定的に推移しました。2007年から2008年
にかけての金融危機の間は中流階級のサイズも
縮小しましたが、その平均資産残高の減少幅は、
上位の資産レベルにある人々が経験したよりも小
さくなりました。その結果、中流階級の資産残高シ

図5

2000年～2015年地域別中流階級の成人が保有する
資産の割合

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, 
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

ェアは、中流階級人口の減少が最もきつかった南
アフリカ、中国、インドでは縮小した一方で、中流
階級の縮小が他よりも緩やかだったアジア太平
洋、欧州、北米では増加しました。

2008以降は資産残高が伸びたものの、先進国
では中流階級の人数と人口の増加ペースは足並
みがそろっていません。さらに資産残高増加の配
分については、資産レベルが高い人々に有利とな
るように変わってきているのが現状です。以上の2
つの要因は共に、2007年以降すべての地域で中
流階級の資産残高シェアを減少させており、2000
年から2015年にかけての全期間にわたり中国を
除く全地域における減少の原因ともなっていま
す。2008年以降の減少幅は、ほとんどの地域で狭
い幅（9%~13%）での推移となっていますが、ラテ
ンアメリカではこれよりも高く（16%）なり、北米は
全地域の中で最も高く（17%）なりました。このパ
ターンはほとんどの国で繰り返し起こり、中流階級
が近年になって圧迫されているとの主張をバック
アップしています。特定の国で起こっているこの圧
迫の中には、高水準の個人負債が原因となってい
るケースもあります。しかし、この圧迫の中には中
流階級に以前入っていた人たちが原因となってい
る場合もある点は注目すべきだと思われます。多
くの人が2000年～2015年の期間に中流階級から
卒業していきました。米国を例に挙げると、中流階
級よりも上の成人人口は2000年と2015年の間に
50%近く増加し、その新規加入者のほとんどは間
違いなく中流階級出身です。よってある意味、中流
階級は自らの成功の犠牲となってきたのです。

まとめと結論

本章では、当社が独自に収集した一連の富の
データを利用して、世界のすべての地域と国にお
ける中流階級の財産について、今世紀に入ってか
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らの変動を解析しました。私たちは中流階級の定
義を、2015年の米ドル建てで5万～50万米ドルの
間の資産を保有する米国にいる成人、もしくは他
の国にいる場合は、現地の購買力で換算した場合
に同等のものを持つ成人としました。「富」は、中
流階級を特定する際に良い基準となります。富の
特徴となる金銭的自由や安心に、この作業が必要
になるからです。私たちは、2015年に中流階級が
世界の成人人口の14%、世界の富の32%を占め
ていることを特定しています。中流階級の上の人
々を加えた場合、大きくなったこのグループは成
人人口の16%を占め、総資産残高の92%を所有
することになります。

中流階級のサイズと富は地域によって大きく異
なり、インドの成人人口の3%からオーストラリア
の成人人口の66%までのばらつきがあります。意
外なことに、当社の基準によると米国の場合、中
流階級と名乗る資格を持っているのは成人人口
のわずか38%であり、これは高所得国の大部分で
見られる50%~60%という数字と比べるとかなり
低くなっています。この理由は米国が抱えている
大きな富の不均衡にあり、このために人口の多く
が中流階級の境界線の外に分散されてしまって
いるからです。

米国の中流階級は、国の富の中に占めるシェア
が特に小さくなっているという点で異例です。その
シェアは19.6%で、これは成人人口に占めるこの
階級のシェアと比べて著しく小さくなっています。

これは中流階級のシェアが、12%という異常に高
い水準にある中流階級よりも上にいる成人が保
有する富によって圧迫されているからです。高所
得国の多くでは中流階級の富のシェアの方が人
口のシェアよりも小さくなっているものの、この不
釣り合いな状態は米国ほど大きくなることはめっ
たにありません。地域別では北米が、中流階級の
富のシェアが成人人口のシェアを上回らない唯一
の地域となっています。言い換えると、北米が唯
一、中流階級の資産が平均的な資産残高よりも少
ない地域ということになります。

今世紀に入って以降、中流階級以上の成人人
口は著しく伸び、5億2,400万人から6億6,400万人
となりました。彼らの富も、122.6兆米ドル増の目
覚ましい伸びを見せました。しかし、この上昇トレ
ンドは円滑なものではありませんでした。2007年
から2008年にかけては、中流階級の人数と資産
残高に大きな落ち込みがありました。人数はま
だ、北米以外のどの地域も2007年の水準に戻して
いません。アルゼンチンと エジプトでは、今世紀
に入った頃の水準をまだ大きく下回っています。
アジア太平洋地域、中国、インド、ラテンアメリカ、
北米では、中流階級以上の富は現在2007年当時
の価値を超えていますが、アフリカと欧州ではま
だ完全に回復していません。一方、中流階級よりも
上の人々が持つ富はもっと速く拡大しています。そ
の結果、中流階級の富のシェアがすべての地域で
2008年以降縮小し、2000年から2015年までの期 写
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間では中国を除くすべての地域でこの傾向が見ら
れました。

国別と地域別ではトレンドに著しい違いが見ら
れました。このおかげで、中国とインドの間の比較
など、興味深い比較をすることができました。中国
では、中流階級の成人の人口が2000年と2015年
の間に3,800万人増加し、その富も4.6兆米ドル増
加しました。その結果、現在では中国（1億9,000万
人）の方が米国（9,200万人）よりも中流階級の人
数が多くなっています。これとは対照的に、インド
では中流階級の成人の増加はわずか670万人に
留まり、同階級の富はわずか1.2兆米ドルしか増え
ませんでした。このような経験の違いの理由の一
部として、中国の方が全体的に資産成長が速いこ
と、そして中国の資産分布の中で人口が集中して
いる中央部分がグローバルな中流階級に移行し
つつある一方で、インドではそのような状況から
まだほど遠いことが挙げられます。

様々な国別の中流階級に関する調査は、幅広く
入手可能な所得や富に関するデータに基づいて
行われる必要があることは、ほぼ確実と思われま
す。富の視点には多くの魅力的な面があると私た
ちは考えていますが、限界も確かにあります。最も
大事なことのひとつは、データに制約があるため
に資産の区分を変えて異なる年齢グループに適
用することができない点です。当社の区分は中年
層に比べて若年層にはあまり適切でない可能性
があり、また超高利者層についても疑問が残るか
もしれません。このため、保有資産が5万米ドル未
満の若者を除外していることが、米国では成人の
わずか38%だけが中流階級となっている理由で
あると考える余地が出てきます。例えば、学生ロー
ンがまだ多く残っている若い医師や弁護士です。
しかし、私たちはこの批判について、それほど重視
する必要はないと考えています。例えば、オースト
ラリアと米国は人口構成が類似しているにも関わ
らず、当社の方法論によるとオーストラリアの
66%の成人が中流階級に入り、80%が中流階級
以上に分類されるという点に注目します。これで、
米国の方が中流階級の人口が少ない主な理由は
富の不均衡が大きい点であり、除外される若者や
高齢者の数が多すぎるからではないということが
分かります。

中には、国の年金の価値を富の定義に入れる
ことを推奨する人もいますが、そうすれば中流階
級のサイズが、特に高所得国において拡大しま
す。しかし、私たちはこの選択肢を支持しません。
人々は、それぞれの個人年金に対しては法的な所
有権を持っています。しかし、社会保障の資産は政
府の方針が変わることによって変えられてしまう
可能性があります。まとまった個人年金は安心と
独立の根拠となり、人々をしっかりとした中流階級
にします。退職後の収入のために政府に依存する
人は、同じカテゴリーには入りません。

結局、中流階級のサイズと資産残高は、区分の
下限が2015年中間期に5万米ドルから引き下げ
られ、上限が50万ドルより引き上げられれば、す
べての国で大きくなると考えられます。中流階級
の資産区分を拡張した事例として、下限を3万米ド
ルに引き下げるか、上限を100万米ドルに引き上
げて考えてみます。今回は3万～100万米ドルの広

図6

2000年～2015年中国と米国の中流階級の
成人人口(単位：百万人)

出所： James Davies, Rodrigo Lluberas and Anthony Shorrocks, 
Credit Suisse Global Wealth Databook 2015

い中流階級の範囲で検証してみましたが、5万
～50万米ドルの狭い範囲を使った場合を上回る
結果の記録を伴う、質的な違いは実質的に見られ
ませんでした。例示の目的で、図6では2000年
～2015年の間の米国と中国における中流階級の
サイズの動向を比較しています。広い資産範囲を
使うことで、中国の中流階級はこの全期間にわた
り米国の中流階級よりもかなり大きく、ピーク時に
はサイズに倍以上の差があったことが分かってい
ます。その他の点では、狭い範囲と広い範囲との
間でパターンは類似しています。

国別の中流階級の傾向を比較する際、資産の
範囲に基づき定義を所得に基づくものに代えるこ
とで、利用できるオプションはさらに増えます。盛
んになりつつある発展途上世界の中流階級につ
いての調査では所得が物差しとして使われ、中流
階級（実際には貧困線をかろうじて上回る層）とし
て低い方のバーが設定されることが普通になって
います。採用される上限も、普通は低くされていま
す。該当者の基準を低くして設定すれば、インドの
ような発展途上国では中流階級に該当する人数
を大きく増やし、また時間を追うごとに成長率も
大きくなります。このようにして得られたグループ
は、私たちも世界の中流階級というよりは、「発展
途上の中流階級」として見る傾向にあります。
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富と世界経済

世界経済は6年連続で3%を超える実質GDPを
記録しており、一部の新興国市場は、減速感はあ
るもののいまだに急成長を続けているほか、特に
欧州において、一部の先進国に成長率の上昇も
確認されています。金融政策にも差が見えはじめ
ており、米国のFRBが緩やかに引き締めの進路を
取ろうとしている一方で、他の中央銀行は緩和策
を進めるか、現状維持の状態にあります。これはあ
る意味で、昨年1年間で富に相対的な変化があっ
たことを説明しています。先行きについては、私た
ちは世界経済がわずかに加速していくと見込んで
おり、中国経済については消費とサービスに移行
しつつ安定していくものと考えています。

このような状況を背景に、富はその上向きの軌
道を継 続 する態 勢 にあり、年 率6 .6% の 成 長
で、2020年には345兆米ドルに到達する可能性が
あると見込んでいます。これは昨年の予想7%を
下回っていますが、歴史的な常識からは外れてい
ません。2000年から2007年にかけて、富は9.4%
という大幅なペースで成長しました。2008年の金
融危機以降は、そのペースが鈍っていることは否
めないものの（年率4.3%）、これは主に対主要通貨

（資産に応じてウエイトをかけて換算）で年率1%
以上上昇しているドル高によるものです。これを

2020年の世界の富

近年、勢いに陰りが見られる中、私たちは資産の成長
が2020年末までに回復し、2020年中間期までには
345兆米ドルに到達し、2015年よりも38%増加すると
見込んでいます。ミリオネアの人口は4,930人に膨れ
上がり、一方で資産を保有する中間層は13億人を超
え、そのうち40.3%は中国の人となると思われます。

実際の状況に当てはめてみると、富は現在250.1
兆米ドルで、これは2015年の世界GDPの予想値

（IMFが74.6兆米ドルと予想）の336%で、2020年
までにはGDP（98.1米ドルの予想）の352%にま
で拡大する可能性もあり、これは15年平均の
349%とほぼ合致します。

経済が豊かな場合の健全な成長

世界経済の見通しは従来の予想より弱まって
おり、結果的に私たちも予想を下方修正しなけれ
ばなりません。米国はまだ文句なく最上位にあり、
抱える資産残高は113兆米ドル近くありますが、そ
のシェアはいくぶんか減少し、世界の総資産の中
で第3位となります。欧州の富の成長は、今後5年
間にわたり米国の成長率を上回る公算が強くなっ
ていますが、地域の資産総額はまだ米国に届きま
せん。この地域は過去15年間の大部分において
米国を上回ってきたことは特筆すべき点ですが、
金融危機後の期間は米国で強い回復があったこ
とから、遅れを取ってしまいました。

高所得国の中では、スイスが成人1人当たりの
資産残高という基準で世界第1位の座に座り続け
る公算が強く、これにニュージーランドが続きます
スウェーデンは、世界第3位の座を獲得し、サプラ
イズとなる可能性があります。ニュージーランドと 写
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オーストラリアは、資産額の中央値という観点から
トップの座を奪還する可能性が高くなっていま
す。

お金持ちの世界を上回る態勢を整えた新興国市
場

新興国市場における富の成長は引き続き、高
所得経済を上回る見込みです（9.1%に対して
6.1%）。新興国経市場の中では、低所得経済の富
の成長が10.5%程度、中所得経済では8.9%の成
長が見込まれています。これらの経済圏の累計と
しては、そのシェアを2015年の16.9%から2020年
には19.0%に伸ばす可能性が高いと思われます 

（図1）。新興国経済（中国とインドを除く）は資産
を9.0%増やし、全体としての資産は24.5兆米ドル
を超えてくるものと思われます。

遅れを取り戻す中国とインド

中国とインドはいずれも9%超の成長率を記録
し、中国がインドをわずかに上回るものと思われ
ます。2つの経済を合算すると、両国の富のシェア
は2000年以降で倍以上となり、2000年の5.0%か
ら2015年には10.5%まで拡大しました。今後5年
間では、両国はシェアをさらに11.9%まで伸ばす

図1

新興国市場の富のシェアの実績と予想(%)

出所：クレディ・スイス写
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ものと思われます。2020年までに、インドは資産
総額で現在の第14位から、世界第12位の経済国
となる見込みです。

中国は純資産総額を基準にすると日本をすで
に捉えており、今後5年以内には家計資産額でも
ドイツとフランスを合算した額を超えるものと見
られています（2008年にはこれら2つの経済を合
わせた金額の半分をかろうじて超える程度）。図2
は、これらの動きを可視化しています。中国の資産
残高は2000年時点で約47兆米ドル（現在の物価
では6.3兆米ドル）あり、これは資産規模という点
で1939年当時の米国と類似しています。過去15年

図2

米国の資産総額と一部の経済圏の相対的地位(単位：兆米ドル、物価を一定とした場合)

出所：クレディ・スイス

で中国の富は23兆米ドル近くにまで成長し、これ
は33年後の1972年当時（オイルショックの直前）
の米国に近い状況です。 中国にとっては、同等水
準の資産を構築するのに、米国の半分未満の時間
しか要さなかったということになります。この功績
をさらに見事なものにする出来事が、1900年から
現在までの米国資産の成長に注目することで見え
てきます。それは1939年と1972年の間に記録し
た成長率が、米国経済市場のその他のどの33年
間よりも高かったということです（実質ベースで年
率4.1%）。これは、中国の15年間の富の成長が、
どう考えても例外的であったという考え方の裏付
けとなります。当社の予想では、今後5年以内に中
国の資産残高は名目値ベースで年率9.4%の成長
を遂げ、また米国の16年を飛び越え、1988年に米
国が初めて達成した資産水準に近づいていくも
のと予想しています。この予想は、中国経済がハー
ドランディングをすることはないとの当社の想定
に基づくものです（実質年率GDP成長率予想は
6.2%）。

小さくなる土台、大きくなる中流

2012年以降、保有資産が1万ドルから10万ドル
までの成人人口は年率-2.1%のペースで縮小して
きた一方で、ピラミッドの土台にいる成人人口は、
毎年2.9%ずつ増加してきました。私たちは、今後
5年以内にこのトレンドが逆転し、中間層の人口は
年率5.5%で増加し、一方で土台の人口は-0.2%
の割合で減少していくものと予想しています。結
果的に中流階級の成人のシェアは2015年の成人
人口の21%から2020年には25.5%まで増加する
ものと思われます（図3）。中流階級のセグメント
の中で中国は成人人口の3分の1を若干上回る程

図3

資産分布(成人1人当たりの%)

出所：クレディ・スイス
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中国の資産配分(成人人口の割合)

出所：クレディ・スイス

度を占めていますが、今後は純増の54.7%を担う
ものと予想されています。2020年までに、中国人
成人のおよそ半数がこのセグメントに属するもの
と思われます（図4）。インドも、現在このセグメン
トの中では成人の3.6%のみである一方で、純増
の7.1%を占めて貢献するものと考えられます。他
の低所得から中所得のアジア太平洋経済は、純増
のおよそ4分の1を占めるでしょう。ラテンアメリカ
は、このセグメントの人口シェアを若干減らすと思
われますが、上位セグメント（10万米ドルから100
万米ドルの資産を持つ成人）のシェアが、2015年
の2.4%から3.0%まで拡大する見込みであるとこ
ろが心強い点です。

ミリオネア

百万米ドル長者の人数は今後5年間にわたり
46.2%増加し、過去最高の4,930万人に達する見
込みです。地域別では、中国が最大の増加率とな
り、百万米ドル長者の人数が74.0%増加する見込
みです。アフリカは次に大きな進展を見せる地域
として、そもそも低い地点からのスタートであるも
のの、ミリオネアは73.0%増加すると見通しです。
総じて、新興国市場（低所得から中所得の経済）は
ミリオネアの6.5%を占めており、そのシェアは
2020年末までに7.4%にまで拡大するものと思わ
れます。それでも、高所得経済は新規ミリオネアの
多くを排出し、このカテゴリーに1,400万人の成人
を新たに送り込む見込みです。百万米ドル長者の
純資産は、このセグメントに流入する人口が増加
するのに伴い、年率8.4%で上昇する公算が強くな
っています。新興国市場は2020年時点で百万米ド
ル長者の資産の9.1%を占め、現在の水準を1%
上回っています。

表1

2015年と2020年のミリオネアの数
(地域別、一部の国別)

出所：クレディ・スイス

当社では、金融資産と非金融資産の2種類を別々に予
想することにより、国レベルでの資産合計額を推定してい
ます。このとき、IMFが出している最新の世界経済見通しの
データベースからの同じ入力データ(GDPおよびインフレ
ーション)を採用しています。

当社の総合的金融資産の予想には、GDPと株式市場の
時価総額の成長率の両方が組み合わせて使用されます。
時価総額については、国別の配当割引モデルを使って5年
予想を出しています。割引率を計算する際には、市場環境

（リスク選好度およびボラティリティ）による正常化を前提
としています。配当金は、アナリストのコンセンサス予想と
GDP成長トレンドを加味して予想しています。そして5年先
の目標価格を予測し、最終的に相当する市場価値の変化
を算出しています（これは通常、物価指数を上回る速さで
上昇します）。当社では42ヵ国について現地通貨建てで予
測を立て、これをIMFの為替レート予測を用いて換算して
います。

非金融資産についてはGDPとインフレに対する回帰モ
デルに基づいて計算しており、これらの変数に関するIMF
予測に基づき予測を出しています。この場合も予測は現
地通貨で算出し、IMF為替予測を用いて米ドル換算してい
ます。予測が入手できない国については、国民1人当たり
のGDP値を用いて純資産額を予測し、金融資産、非金融資
産、負債の割合が2015年時点で変化なしと仮定していま
す。

当社の予想手法

人数(単位：千人) 変動
2015 2020 (%)

米国 15,656 20,617 32%

英国 2,364 3,829 62%

日本 2,126 3,591 69%

フランス 1,791 2,869 60%

ドイツ 1,525 2,362 55%

台湾 414 744 80%

ブラジル 168 229 37%

シンガポール 142 212 50%

メキシコ 122 206 68%

中国 – 香港SAR 107 165 54%

インドネシア 98 151 54%

ロシア 92 147 60%

トルコ 74 111 50%

アラブ首長国連邦 59 96 62%

サウジアラビア 50 86 72%

ポーランド 43 77 79%

コロンビア 37 68 83%

チリ 44 67 52%

マレーシア 31 64 107%

チェコ共和国 28 37 34%

アフリカ 126 217 73%

アジア太平洋 4,931 8,069 64%

中国 1,333 2,320 74%

欧州 10,011 15,514 55%

インド 185 305 65%

ラテンアメリカ 485 738 52%

北米 16,646 22,111 33%

世界 33,717 49,273 46%
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各国の資産概況
家計資産のレベルや配分は、国によって大幅に異なります。ここからは、様々な

国を取り巻く環境や経験の事例をご紹介します。
富のデータの質は、ほとんどの世界のデータが手に入る高所得国の場合は良

いのですが、その他の国ではデータの質がまちまちです。元資料の信憑性につい
ては、以下に紹介する国毎にその評価が記載されています。特集されている国に
ついては、データの質には「妥当」以上の評価がつけられていますが、これはすな
わち富についてのデータについて、最新の家計調査など、少なくともいくらか信頼
のできる情報源が存在していることを意味しています。今回選定された国の大部
分では、データの質について「良好」との評価が付けられていますが、これは家計
に関する公式なバランスシートだけでなく、富の配分を推定する受け入れ可能な
方法が存在していることを示しています。「可」の評価は中間点の評価を与える場
合で、データの質自体は良いが、日付が若干古いときなどに与えられます。

このセクションの図表はいくつかの最重要項目に焦点を当てるもので、一般的
には実勢為替レートで米ドルに換算した1人当たりの資産に基づいています。1番
目のチャートは、2000年から2015年までの期間における平均資産額の変動を示
しています。為替レートの変動により見かけ上のトレンドも変わる可能性があるた
め、15年間の平均為替レートを用いた代替データ系列も各国で追記してあります。
典型的なパターンは、2000年から2002年の間は平均資産額が緩やかに減少
し、2006年または2007年まで増加、そして2008年に下落した後に回復するという
ものです。全般的に、2014年中間期までの資産のほうが2000年当時の資産よりも
多くなっており、ほとんどの場合では2007年よりも現在のほうが多くなっていま
す。2000年から2014年にかけての期間、多くの通貨が対米ドルで上昇しているた
め、資産成長は平均為替レートで測定すると緩やかであるように見えることが多く
なります。

2014年中間期から2015年中間期までの間、米ドルは対主要通貨で大幅に上昇
しました。英ポンドに対しては8%、対円では17%、そして対ユーロでは19%上昇し
ました。唯一の例外は香港ドルや中国人民元など、米ドルとペッグ制を取っている
通貨や米ドルとの連動性が強い通貨です。結果的に下記で紹介するチャートで
は、ほとんどの通貨建ての資産が2015年に、米ドル換算した場合に目減りしている
ことが示されています。しかし、成人1人当たりの資産残高は、すべての国において
自国建てでは増加しました。

今回掲載した2つ目のチャートでは、金融資産と実物（非金融）資産、そして平均
負債額の現状での区切りを示しています。世界的に見ると、金融資産は平均的に
55%の総資産と14%の負債で構成されています。日本や米国をはじめとして、金融
資産の重要性が著しく高くなっている国がいくつか存在します。対照的にインドや
インドネシアでは実物資産が優勢となっていますが、富裕国であるオーストラリア
とフランスでもこの現象が見られます。

最後のチャートは資産の配分を示しています。注目すべき比較もいくつかあり
ます。例えば、インドでは95%の成人の保有する純資産が10,000米ドル未満です
が、中国ではこの数値が62%に下がります。さらに、資産をほとんど保有していな
い人の割合が驚くほど高い先進国もありますが、通常はとても低く抑えられていま
す。これは学生ローンなど信用枠の設定があることや、親と別居しているか別々に
数えられているため、各自の資産が家計調査で明確にされている若い成人が多い
という側面も反映しています。
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